
今
、　

花
ひ

ら
く

小
さ

な
城

下
町

　
三

春

長
獅
子
三
体
そ
ろ
い
踏
み

miharu
miharu

（
左

か
ら

新
町

・
荒

町
・

八
幡

町
長

獅
子

）
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５
月
５
日
に
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
初
め
て
と

な
る
「
三
春
春
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
春
春
ま
つ
り
は
、
平
成
23
年
12
月
に
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
三
春
町
の
各
種
団
体
を
は
じ
め
、

応
急
仮
設
住
宅
の
あ
る
富
岡
町
と
葛
尾
村
の
皆
さ
ん

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

行
列
参
加
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
に
行
列
や
合
戦
で

の
動
き
を
覚
え
て
も
ら
う
た
め
講
習
会
へ
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時
代
に
合
わ
せ
た
甲
冑
や

衣
装
を
着
る
方
が
約
２
０
０
名
以
上
い
る
た
め
、
着
付

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

事
前
に
着
付
け
講
習
会
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

春
ま
つ
り
当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
、
時
代
行
列
に

参
加
さ
れ
る
方
は
、
着

付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
お
手
伝

い
を
受
け
な
が
ら
、
各

時
代
の
衣
装
に
着
替

え
ま
し
た
。
初
め
て
着

る
本
格
的
な
衣
装
に

と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、

気
持
ち
が
盛
り
上
が

る
よ
う
で
す
。

　

衣
装
を
着
た
ら
、
三

春
小
学
校
校
庭
へ
移

動
。
記
念
撮
影
を
し
、

出
陣
式
を
行
い
ま
し

た
。
舞
台
上
に
は
、
田

村
清
顕
公
に
扮
し
た

町
長
を
は
じ
め
、
武
将

た
ち
が
ズ
ラ
リ
お
目

見
え
。

復
興
へ
向
け
て
三
春
春
ま
つ
り
開
催

　
　
～ 

華
や
か
な
時
代
行
列 

勇
壮
な
郷
土
芸
能 

～

●●●準備から出陣式へ●●●

①② まほらのなかは甲冑などの衣装でいっぱいに ③ 参加者の甲冑には右腕にそれぞれの町村章をつけた ④ わらじを履くのもひと苦労 ⑤ 着付けを手
伝ってくださったボランティアの皆さん ⑥ 姫役は美しくお化粧中 ⑦ 着替えが済んで出陣式会場へ ⑧ 準備も整いハイポーズ ⑨ 待っている間もついつ
い笑顔 ⑩ 鉄砲隊も勇ましく ⑪ かつらも着物もお似合いです ⑫ 所作指導をしてくださった飛鳥流の方（中央）とも記念写真 ⑬ 準備も整いいざ出陣へ

③

④

①

⑩

⑦

⑧

⑬

⑨

⑤

⑫

⑥

⑪

②

出陣式に並ぶ武将たち

（
目
次
）
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大
津
茂
委
員
長
が
春
ま
つ
り
の
趣
旨
に
つ
い
て
述

べ
た
後
、
町
長
が
「
福
島
県
の
復
興
は
三
春
か
ら
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
全
員
で
勝
ど
き
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

時
代
行
列
の
前
に
は
、
明
徳
門
前
か
ら
法
蔵
寺
ま

で
、
毎
年
恒
例
の
三
春
町
各
宗
寺
院
和
合
会
な
ど
主

催
に
よ
る
稚
児
行
列
も
行
わ
れ
、
か
わ
い
ら
し
い
稚

児
た
ち
55
名
が
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

　

行
列
の
先
導
は
、
三
春
町
舞
踊
団
体
連
絡
協
議
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
流
し
。
約
１
５
０
名
に
よ
る

踊
り
は
、
行
列
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

時
代
行
列
は
、
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
坂
上
田
村
麻

呂
公
行
列
と
田
村
清
顕
公
・
相
馬
義
胤
公
・
伊
達
政

宗
公
行
列
の
２
つ
か
ら
な
り
、
参
加
者
２
５
０
名
、

馬
15
頭
に
よ
る
全
長
約
１
５
０
メ
ー
ト
ル
。
大
将
を

中
心
に
、
重
臣
、
槍
隊
や
鉄
砲
隊
、
薙
刀
隊
が
隊
列

を
組
ん
で
進
み
ま
し
た
。
事
前
に
練
習
し
た
所
作
を

披
露
し
な
が
ら
、
行
列
は
、
役
場
前
か
ら
出
発
し
、

大
町
四
ツ
角
か
ら
荒
町
、
三
春
中
学
校
前
を
と
お
り

北
町
へ
、
最
後
は
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
へ
約
１

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
村
氏
・
相
馬
氏
・
伊
達
氏
に
分
か
れ
て

の
「
風
雲
三
春
城
下
の
戦
い
」
と
題
し
た
合
戦
の
模

様
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
槍
や
鉄
砲
、
薙
刀
を
も
っ

た
皆
さ
ん
に
よ
る
演
舞
に
、
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
葛
尾
村
に
伝
わ
る
三
匹
獅
子
や
富
岡
町

麓
山
神
社
の
御
神
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
地
元
で
の
披
露
が
で
き

な
い
な
か
、
今
回
の
春
ま
つ
り
の
た
め
に
練
習
を
重

ね
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
八
幡
町
・
荒
町
・
新
町
に
伝
わ
る
長

獅
子
の
競
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
で
の
要
望
が
出
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
３
体
揃
っ

て
の
舞
に
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
島
県
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事

業
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

●●●出陣式・時代行列・合戦演舞●●●

① 出陣式であいさつをする大津茂春まつり実行委員長 ② 出陣にそなえて勝どきをあげる ③ 時代行列の前に、かわいらしい稚児たちが登場 
④ 行列の先頭は、揃いの着物に身を包んだ舞団連の皆さん ⑤ 練習の成果を見せる行列 ⑥ 合戦に備える武将たち 伊達正宗公（葛尾村長） 
⑦ 田村清顕公（三春町長）⑧ 相馬義胤公（富岡町長） ⑨⑩⑪ 合戦のようすを再現 槍隊や鉄砲隊、薙刀隊による演舞も披露 ⑫ 15 頭の馬も登場

●●●長獅子の競演●●●

じっくりとみせた八幡神社・長獅子（八幡町）会場をわかせた田村大元神社・長獅子（新町）先頭を切って勇壮に登場した荒獅子（荒町）

写真撮影：柳沼康史さん

⑤

⑫

⑥

②③

⑧⑦

⑪ ⑨⑩

①④



　町では、町民の皆さんが自分で放射線量を測定でき
るよう、簡易放射線測定器の貸出しを行っています。
　これまでは貸出し当日の返却としていましたが、貸出
期間を７泊８日に延長しましたのでご利用ください。
◆ 貸出期間　７泊８日
◆ 返却期限　貸出日から７日後の午後５時まで
※ 返却期限が祝日の場合は、次の開庁日の午後５時ま

でになります。
※ 日曜日に返却する場合は、正午までに返却してくだ

さい。
◆ 貸出対象　
◇ 個人（三春町民、町内に建物などを所有している方）
◇ 団体（まちづくり協会、行政区、隣組、スポーツ少
　年団など）
◆ 受付時間　
◇ 平　日　午前８時 30 分～午後５時
◇ 日曜日　午前８時 30 分～正午
◆ 貸出方法　役場住民課窓口で所定の申込書に記入

のうえ、お申し込みください。なお、本人確認のた
め運転免許証（またはパスポート、住民基本台帳カー
ド、保険証など）を提示してください。

※ 第三者への「また貸し」は厳重に禁止します。
◆ 申込・問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

簡易放射線測定器の
貸出期間を変更しました

災害廃棄物（瓦限定）の
受入について

　清掃センターでは、東日本大震災で被災した住宅の
瓦を受け入れます。
● 対象となる瓦
　東日本大震災で被災した住宅で使用していた瓦で、
一部損壊以上の判定を受け、町発行のり災証明書があ
る場合に限ります。
※ 瓦以外の廃棄物や瓦修繕と併せて行うリフォーム工事な

どに関連する廃棄物は対象になりません。これらの廃棄物
は、産業廃棄物として請負業者に処分を依頼してください。

● 対象者（次の要件をすべて満たす方）
① 三春町に住民登録していること。
② 被災した住宅の所有者であること。（ただし、共有

の場合は代表者であること。）
● 搬入時の注意事項
① 必ず、事前に搬入日を電話予約してください。（住

所、氏名などをお聞きします。）
② 原則として、自己搬入です。搬入を業者に依頼する

ことも可能ですが、搬入時には、本人またはご家族
の方が同行してください。

③ 町発行のり災証明書の原本を提示していただきますが、
被災証明書しかない場合は、町職員による現地確認が必
要となります。（電話申込の際に打合せいたします。）

● 申込締切　平成 24 年 12 月 28 日（金）
● 申込・問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
車
に
よ
る

　
　
内
部
被
ば
く
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

　
福
島
県
で
は
、
県
民
の
安
全
・
安
心
と
将
来
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
県
民
の
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
、
三
春
町
民
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
希

望
の
日
時
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
査
お
よ
び
申
込
概
要

検
査
目
的

検
査
項
目

▼ 

対
象
者　
町
民
で
希
望
す
る
方

※ 

４
歳
以
上
（
検
査
当
日
）
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
、妊
婦
を
優
先
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼ 

検
査
料　
無
料

▼ 

申
込
期
限　
６
月
８
日
（
金
）

▼ 

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

検
査
日
程
等

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

で
環
境
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
な

ど
、
体
内
に
あ
る
放
射
性
物
質
か
ら
、
概
ね

一
生
の
間
に
受
け
る
と
思
わ
れ
る
線
量
を
推

計
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

① 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る
体
表
面
汚
染

　

検
査
（
約
２
分
）

② 

全
身
計
測
装
置
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー

　
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
に
よ
る
全
身
検
査
（
約
２
分
）

※ 

検
査
で
放
射
線
を
浴
び
る
こ
と
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
痛
み
を
伴
う
検
査
も
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
の
流
れ

　

受
付 

→ 

検
査
内
容
の
説
明 

→ 

①
体
表
面

検
査 

→ 

②
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
検
査

※ 

②
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
検
査
の
際
は
、
よ
り
正
確

に
測
定
す
る
た
め
、
下
着
以
外
を
脱
い
で

検
査
着
に
着
替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

検
査
結
果

　

検
査
結
果
は
、
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　

☎
62-

３
１
６
６　

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
１
０

予約募集
保健センター
岩江センター
保健センター
保健センター
岩江センター
保健センター
保健センター

６月15日
６月16日
６月17日
６月18日
６月19日

６月22日
６月23日

金
土
日
月
火
金
土

実施日 実施場所 時間ごとの定員

第１次募集

第２次募集

定員
65名
65名
65名
65名
65名
65名
65名

午前9時30分 5名
午前10時 10名
午前11時 10名
午後 １時 10名
午後 ２時 10名
午後 ３時 10名
午後 ４時 10名

※ 2 次募集は、1 次募集で定員を超えた場合のみに受付いたします。
※ 希望者が定員を超える場合は実施日を増やします。
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●	環境放射線量に関する問い合わせ先　
　学校などの施設／教育課　学校教育グループ　☎62-6310
　学校以外の施設／住民課　放射能除染対策班　☎62-1122

● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。
○ No1 から No18 の教育施設は、平成 23 年６月 22 日から８月 11 日にかけて、校庭の表土除去を行いました。
○ JA 御木沢センターの平成 23 年 5 月 23 日は御木沢地区公民館の数値、過足集会所の平成 23 年 5 月 23 日は過足広場の数値、
　斎藤集会所の平成 23 年 5 月 23 日は斎藤農村公園の数値、山田沫蕩神社駐車場の平成 23 年 5 月 23 日は山田配水池の数値となっ
　ています。
○ 御木沢地区公民館と斎藤農村公園は、平成 23 年 7 月 24 日に表土除去が終了しています。
○ 現在は、平成 23 年５月測定時と比較して、すべての施設などで低い数値となっています。

（単位：マイクロシーベルト／時間）

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
0.90
0.65
1.23
0.63
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.13）
（0.14）
（0.16）
（0.15）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成24年
4月17日

平成24年
5月22日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
沢石中学校
要田中学校
岩江中学校
桜中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測　　　定　　　値

0.16
0.17
0.15
0.23
0.15
0.16
0.12
0.18
0.20
0.20
0.20
0.10
0.22
0.21
0.26
0.29
0.13
0.19

（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.11）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.12）
（0.12）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.21）
（0.14）
（0.10）
（0.12）

0.16
0.16
0.13
0.25
0.14
0.19
0.10
0.15
0.21
0.20
0.19
0.11
0.24
0.21
0.28
0.25
0.14
0.18

（0.10）
（0.09）
（0.12）
（0.12）
（0.11）
（0.08）
（0.11）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.13）
（0.11）
（0.10）
（0.11）
（0.21）
（0.16）
（0.10）
（0.13）

※ かっこ内は室内の数値
環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境

放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成23年
５月23日

平成24年
4月18日

平成24年
5月21日

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館

下舞木２区集会所

山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測　　定　　値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.75
0.66 
0.79
0.68 
0.45
0.25 
0.35 
0.27 
0.37 
0.25 
0.30 
0.35 
0.23
0.48 
0.70 
0.60
0.49 

0.69
0.58 
0.70
0.63 
0.40
0.24 
0.32 
0.30 
0.32 
0.23 
0.26 
0.36 
0.23
0.48 
0.69 
0.61
0.49 

「
町
の
附
属
機
関
を

　
　
　
　
紹
介
し
ま
す
」
⑫

　

今
月
は
、
三
春
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
国
保
事

業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る

た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
は
、
議
会
以
外
の
場
で
、
住
民
の

代
表
が
国
保
事
業
に
関
与
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
の
利
害
を
調
整
し
事
業
運
営
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
構
成
は
、
被
保
険
者
を
代
表
す

る
委
員
４
名
、
保
険
医
・
保
険
薬
剤
師
を
代

表
す
る
委
員
４
名
、
公
益
を
代
表
す
る
委
員

（
学
識
経
験
者
）
４
名
の
計
12
名
に
よ
り
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
の
任
期
は
２
年
で

会
長
は
公
益
を
代
表
す
る
委
員
か
ら
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
は
通
常
、
町
定
例
議
会
の
前
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
主
な
審
議
事
項
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
運
営
方
針
の
策
定
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
の
編
成
、
国
民
健
康
保

険
条
例
の
改
正
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

な
ど
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
地
域
住
民
の
医
療
の

確
保
と
健
康
保
持
・
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
、

医
療
保
険
制
度
の
中
核
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
保
健
福
祉
課 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ 

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

 

〜
三
春
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
〜
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町
で
は
、
住
宅
団
地
の
分
譲
と
定
期
借
地
に
よ
る
賃
貸
借
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
定
期
借
地
」
と
は
、
土
地
の
所
有
権
は
町
が
所
有
し
、
町
に
保
証
金
と
月
々
の
賃
貸
借
料

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
で
、
一
定
の
契
約
期
間
、
土
地
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
住
宅
団
地
の
案
内
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

各
団
地
の
借
地
料

定
期
借
地
契
約
の
条
件

① 

世
帯
主
と
な
る
方
の
年
令
が
概
ね
40
歳

以
下
で
あ
る
こ
と
。

② 

３
年
以
内
に

住
宅
を
建
築

し
、
居
住
す

る
こ
と
。

※ 

別
荘
と
し
て

は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

下
記
の
区
画
が
分
譲
中
で
す
。

　

定
期
借
地
と
は
条
件
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
分
譲
団
地
を
購
入
し
た
場
合
、

次
の
奨
励
金
交
付
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

① 

住
宅
建
築
奨
励
金

　

町
住
宅
分
譲
地
を
購
入
し
、
町
内
建
築
業

者
を
利
用
し
て
住
宅
を
建
築
し
た
方
に
対

し
、
述
べ
床
面
積
１
坪
当
た
り
１
万
円
で

40
万
円
を
限
度
に
交
付
し
ま
す
。

② 

建
売
住
宅
建
築
販
売
奨
励
金

　

町
内
建
築
業
者
（
個
人
の
事
業
主
を
含

む
）、
住
宅
メ
ー
カ
ー
、
不
動
産
業
者
な
ど

が
町
分
譲
地
を
購
入
し
、
販
売
区
画
に
住
宅

を
建
築
し
た
場
合
に
販
売
区
画
１
区
画
に
つ

き
、
土
地
代
の
10
㌫
を
交
付
し
ま
す
。

資料の請求・問い合わせ・申込み先　企業局　水道・宅造グループ　☎62-2500

三
春
町
住
宅
団
地
の
ご
案
内

団地名 所在地 地積 賃貸借料 年額坪単価 保証金

岩本住宅団地
（１３区画）
過足住宅団地
（６区画）
御祭住宅団地
（４区画）

下舞木字岩本地内

過足字紙漉地内

御祭字深田和地内

約285㎡(約86坪)～
　約455㎡(138坪)
約498㎡(約150坪)～
　約499㎡(151坪)
約327㎡(約99坪)～
　約370㎡(112坪)

月10,000円
～16,400円

月14,300円

月9,900円
～11,200円

年1,386円
～1,436円
年1,134円
～1,135円
年1,198円
～1,201円

100万円

100万円

100万円

○ 土地の権利形態／一般定期借地権（賃借権）
○ 存続期間／ 50 年間・借地期間満了後に更地にして返還要
○ 建物の買取請求・契約更新および改築などによる延長不可

▼ 住宅団地の借地料一覧

区
画
の
分
譲
に
つ
い
て

定
期
借
地
の
メ
リ
ッ
ト

① 

少
な
い
資
金
で
一
戸
建
マ
イ
ホ
ー
ム
が

　

取
得
で
き
ま
す
。

② 

増
改
築
・
建
て
替
え
な
ど
も
可
能
で
す
。

※ 

町
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
承

　

諾
料
や
手
数
料
は
不
要
で
す
。

③ 

賃
借
権
の
相
続
が
で
き
ま
す
。

※ 

町
へ
の
通
知
が
必
要
で
す
。

④ 

契
約
締
結
か
ら
４
年
目
以
降
で
あ
れ
ば
、

　

土
地
の
買
取
も
で
き
ま
す
。

団地名 所在地 地積 分譲価格 坪単価 1㎡単価

岩本住宅団地
（１３区画）
過足住宅団地
（６区画）
御祭住宅団地
（４区画）

下舞木字岩本地内

過足字紙漉地内

御祭字深田和地内

約285㎡(約86坪)～
　約455㎡(138坪)
約498㎡(約150坪)～
　約499㎡(151坪)
約327㎡(約99坪)～
　約370㎡(112坪)

 8,935千円～  
12,419千円
6,784千円～ 
8,020千円
5,088千円～
5,212千円

８万円～
  11万円
4.5万円～
  5.4万円
4.6万円～
  5.2万円

2.4万円～
3.2万円
1.4万円～
1.6万円
1.4万円～
1.6万円

▼ 住宅団地の分譲価格

岩江中学校

岩本住宅団地

郡山東I.C

御祭住宅団地

紙漉の里

三春ダム

桜中学校
中郷小学校

三春滝桜

船引三春I.C

御木沢小学校

磐越自動車道

国道
288
号線

三春町役場

三春中学校
田村高校

田村警察署

三春駅

さくら湖

平沢工業団地

広
域
農
免
道

至須賀川
・国道49号線

岩江小学校

住
宅
団
地
の
位
置

※ 宅地分譲のパンフレットもありますので、お問い
　合わせください。
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過足住宅団地（紙漉の里）



採用予定人員

試験区分
職　　種

受験資格

受付期間

第１次試験

６月22日（金）まで。
原則本人が役場総務課まで申込書を持参してください。やむを得ず郵送される場合は
６月20日（水）までの消印があるものに限ります。

若干名
土木

大学卒程度

若干名
昭和58年４月２日から平成3年４月１日までに生まれ
た者。（学歴は問いません。）

：10月上旬頃
：三春町役場
：小論文、スポーツ実技による適応力検査、面接など

第２次試験

試 験 日
試験会場
試験内容

そ の 他

試 験 日
試験会場
試験内容

平成元年４月２日から平
成５年４月１日までに生ま
れた者。（学歴は問いませ
ん。）ただし、資格免許を有
する者又は平成25年3月
までに取得見込みの者。

：７月22日（日）
：福島大学（福島市金谷川1番地）
：教養試験、専門試験（ただし、大学卒程度「行政」は教養試験のみ）
 一般性格診断検査、職場適応性検査
：福島県町村会の統一試験により実施します。

若干名
保育士

資格免許職
電気行政

若干名

　平成 25 年度町職員採用候補者試験（大学卒程度・資格免許職）を下表により行います。受験を希望される方（身
体障害者手帳の交付を受けている方を含みます。）は、総務課備え付けの申込書により期日までお申し込みください。
部活動経験者の応募を歓迎します。
　なお、詳細は総務課備え付けの受験案内をご覧ください。
※ 申込書と受験案内は、町のホームページからもダウンロードできます。
◆ 町ホームページＵＲＬ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
◆ 申込み・問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111
▼ 募集区分・職種など

平成 25 年度町職員を募集します

●● 夏の軽装運動を実施します ●●
　役場では省エネ対策として、冷房の温度を高めに設定しています。
　６月１日から９月下旬までの期間、職員の軽装（ノーネクタイ）運動を実施しますので、皆様のご理解とご
協力をお願いします。

三春町社会教育委員が委嘱されました
　４月１日付けで三春町社会教育委員に５名の方々が委嘱されました。
　社会教育委員は、社会教育に関する諸計画の立案、教育委員会の諮問に対する答申、調査研究活動などを行います。
　任期は、平成 26 年３月 31 日までの２年間です。
▶ 三春町社会教育委員会の委員構成
▷ 委員長　　大河原輝男氏（鶴蒔田）
▷ 副委員長　本田正弘氏（四反田）
▷ 委員　　　澤田三登利氏（沢石小学校）
▷ 委員　　　本田友子氏（御祭）
▷ 委員　　　鈴木和子氏（貝山）
◆ 問い合わせ先　「三春交流館」まほら　☎ 62-3837
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介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
に
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
推
計
し
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
今
期
の
、
第
５
期
事
業
計
画
期
間
（
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
）
で
は
、
要

介
護
認
定
者
の
増
加
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
に
伴
う
給
付
費
の
増
加
、
新
た
な
施

設
の
整
備
、
国
の
介
護
報
酬
改
定
、
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
割
合
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、

大
幅
な
費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
町
で
は
、
こ
れ
ら
に
伴
う
保
険
料
の
上
昇
を
抑

制
す
る
た
め
に
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
全
額
取
崩
し
や
財
政
安
定
化
基
金
を
充
当
す

る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
保
険
料
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

第
５
期
事
業
計
画
期
間
に
、
第
１
号
被
保
険
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
金
額
は

８
億
２
、２
３
０
万
円
と
見
込
ま
れ
、
第
４
期
事
業
計
画
期
間
（
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
ま
で
）
で
の
負
担
額
６
億
６
、３
０
９
万
円
と
比
べ
て
、
１
億
５
、９
２
１
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
す
。

　
第
５
期
事
業
計
画
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
三
春
町
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
的
に
も
大

幅
な
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
の
皆
様
に
は
、
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
安
定

し
た
介
護
保
険
事
業
の
運
営
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
が

　
　
　
　
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
引
き
上
げ
の
理
由

要
因
１　

要
介
護
認
定
者
数
の
増
加

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
12
年
４

月
末
に
３
７
９
人
で
あ
っ
た
要
介
護
認
定
者

数
は
、平
成
24
年
３
月
末
に
は
８
４
１
人
と
、

２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
高
齢

化
を
考
え
る
と
、
今
後
も
要
介
護
認
定
者
数

は
増
加
し
て
い
く
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

要
因
２　

介
護
給
付
費
の
増
加

　

要
介
護
認
定
者
の
増
加
、
ま
た
介
護
保

険
制
度
の
定
着
に
伴
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

要
因
３　

新
た
な
施
設
の
整
備

　

現
在
、
三
春
町
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
１
箇
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
が
１
箇

所
、
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

が
３
箇
所
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者

の
方
が
、
今
後
も
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

要
因
４　

国
の
介
護
報
酬
改
定

　

介
護
に
従
事
す
る
職
員
の
処
遇
改
善
の
確

保
や
介
護
事
業
者
の
経
営
状
況
の
安
定
化
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

要
因
５　

第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
割

　

合
の
変
更　

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
割
合
が
徐
々
に
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
第

１
号
被
保
険
者
は
保
険
給
付
費
全
体
の
21
㌫

（
第
４
期
は
20
㌫
）
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
に

① 

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
全
額
取
り

　

崩
し
ま
し
た　

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
と
は
、
介
護
保
険

特
別
会
計
で
発
生
し
た
剰
余
金
な
ど
を
積
み

立
て
て
、
財
源
不
足
時
に
取
り
崩
し
て
充
当

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
基
金
で
、
平

成
23
年
度
末
で
６
、３
６
２
万
円
の
保
有
額

が
あ
り
、
こ
れ
を
全
額
保
険
料
へ
充
当
し
ま

し
た
。

② 
財
政
安
定
化
基
金
を
充
当
し
ま
し
た

　

財
政
安
定
化
基
金
は
、
福
島
県
に
設
置
さ

れ
て
い
る
基
金
で
、
第
５
期
保
険
料
の
上
昇

を
抑
制
す
る
た
め
に
、
市
町
村
へ
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
春
町
の
交
付
額

は
、
４
８
４
万
６
千
円
で
、
全
額
保
険
料
へ

充
当
し
ま
し
た
。

　　◆	問い合わせ　保険料賦課　　　　税務課	課税グループ　　　62-8127
　　　　　　　　　	資格・認定・給付　保健福祉課	福祉グループ　62-3166

を
利
用
す
る
方
が
、
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
第
４
期
事
業
計
画
期
間
の
給
付
費
の

見
込
額
は
、
36
億
７
９
３
万
円
で
し
た

が
、
第
５
期
事
業
計
画
期
間
の
見
込
額

は
、
42
億
２
、９
６
１
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

６
億
２
、１
６
８
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

生
活
で
き
る
よ
う
、第
５
期
事
業
計
画
で
は
、

地
域
密
着
型
の
小
規
模
介
護
老
人
福
祉
施
設

お
よ
び
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の

整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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▶ １号被保険者の第５期（平成 24 ～ 26 年度）と第４期（平成 21 ～ 23 年度）の介護保険料の比較

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階（基準）

第５段階

第６段階

保険料の
調整率

×0.50

×0.50

×0.75

×1.00

×1.25

×1.50

対象となる方

生活保護受給者又は老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の方

世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で第２段階に該当しない方

本人が住民税非課税で、世帯内に住民税課税者がいる方

本人が住民税課税で合計所得金額が190万円未満の方

本人が住民税課税で合計所得金額が190万円以上の方

第５期
保険料（年額）

26,500円

26,500円

39,700円

52,900円

66,100円

79,400円

第４期
保険料（年額）

19,100円

19,100円

28,700円

38,200円

47,800円

57,300円

第４期
からの増加額

   7,400円     

7,400円

11,000円

14,700円

18,300円

22,100円



岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢石会館
駅前集会所
中郷地区交流館

曜　日地　区 会　場 6月開催日
 4・11・25

 5・12・19・26
 
 6・13・20・27

 7・14・21・28
 
 1・8・15・22

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

に
こ
に
こ
元
気
塾

　
　
　
　
好
評
開
催
中
で
す

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
、
体
と
心
の
健
康
づ
く
り
教
室
や
趣
味
活
動
を
通
し
て
、
自
分
ら

し
い
心
豊
か
な
生
活
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
楽
し
む
場
で
す
。

　

随
時
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
楽
し
い
仲
間
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
参
加
者
の
お
手
伝
い
を
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

▶ 申込・問　社会福祉協議会
　　　　　　☎ 62-3950

▷ 参加できるのは、三春町在住の 65 歳以上で、介護認定を受けていない方です。
▷ 各地区毎週１回開催し、１年をとおして実施します。
▷ 時間は午前９時から午後２時までです。（場所により、終了時間は異なりま
　す。）
▷ 毎月第１週から第３週までは専門の講師が、運動、栄養、
　口腔について丁寧に指導します。
▷ 社会福祉協議会の職員がサポートし、送迎も行います。
▷ 参加費は無料です。ご希望の方には 400 円で昼食を用意
　します。

栁沼まゆみさん
　楽しみながらお友達
が増えますよ。気軽に
参加してください。

※７月以降も３月まで毎週開催（祝日は除く。）
※ 岩江地区の第３週（18 日）は、岩江センターで住民健
　診が行われるためお休みになります。

景山三智子さん
　4 月から配属になり
ました。皆様と元気に
楽しく活動していきた
いと思います。

佐久間文好さん
　健康は笑いから。皆
さんで楽しく笑いま
しょう。多数の参加を
お待ちしています。

責
任
者 
長
谷
山
美
智
子
さ
ん

　

各
地
区
で
皆
さ
ん
楽
し
く
運
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
随
時
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
で
す
よ
。

新
田
則
子
さ
ん

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
今
年
も
に
こ
に
こ
と
楽
し

く
元
気
に
参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▶ にこにこ元気塾の概要

9

～
要
介
護
に

な
ら
な
い
た
め
に
～

　

日
本
は
、
い
ま
や
世
界
有
数
の
長
寿

国
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で

加
齢
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
に
伴
い
、

認
知
症
や
寝
た
き
り
な
ど
の
要
介
護
状

態
に
な
る
人
々
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

元
気
で
長
生
き
で
き
る
期
間
を
延
ば
す

た
め
に
は
、
若
い
と
き
か
ら
の
食
生
活

や
運
動
習
慣
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改
善

し
、
生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、

町
内
８
か
所
の
集
会
所
な
ど
で
「
に
こ

に
こ
元
気
塾
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
は
、
65
歳
以
上
の

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
を
対
象

に
、
専
門
の
講
師
に
よ
る
運
動
、
栄
養
、

口
腔
指
導
な
ど
を
各
地
区
で
毎
週
１
回
、

１
年
を
と
お
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
の
方
に
は
、
送
迎
も
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。



◎ 

健
康
ア
ッ
プ
大
作
戦
そ
の
２

　

《
総
合
集
団
健
診
、
皆
さ
ん
は
も

　

う
行
き
ま
し
た
か
？
》

　

先
月
末
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
集
団
健
診
。

皆
さ
ん
は
も
う
行
か
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

　
「
行
っ
た
」
と
い
う
方
も
、「
ま
だ
行
っ
て

な
い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
が
健
診
を
受
け
に

来
て
い
ま
す
。

▼ 

集
団
健
診
を
受
け
た
方
の
声

　
「
毎
年
受
け
に
来
て
い
る
か
ら
、
自
分
の

体
の
こ
と
が
分
か
る
良
い
機
会
」、「
忙
し
く

て
い
つ
も
来
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
体
の
こ
と

を
考
え
て
受
け
て
み
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

保健センター
保健センター
御木沢地区公民館
中郷地区交流館
岩江センター
岩江センター
岩江センター

６月11日
６月12日
６月13日
６月14日
６月15日
６月17日
６月18日

月
火
水
木
金
日
月

込木、芹ケ沢、貝山

元町、栄町、平沢１区

平沢２区、御祭、七草木

過足、春沢、蛇石、滝、柴原、狐田、樋渡、根本

下舞木１区・２区

山田、上舞木

下舞木３区・４区

実施日 会場 対象地区

◆ ６月総合集団健診日程

５月に実施した健康診査のようす

　

次
の
と
お
り
子
宮
頸
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う

症
集
団
検
診
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
な
っ

て
い
る
方
は
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者

▽ 

子
宮
頸
が
ん
検
診
（
20
歳
以
上
）

① 

平
成
25
年
３
月
31
日
時
点
の
年
齢
が
偶

　

数
の
方

※ 

対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
４
月
に
「
子

　

宮
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
受
診

　

録
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

② 

前
年
度
対
象
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受

　

け
て
い
な
い
方

※ 

希
望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。「
子
宮
が
ん
検
診
・

　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
受
診
録
」
を
送
付
し

　

ま
す
。

▽ 

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

平
成
25
年
３
月
31
日
時
点
に
節
目
年
齢
の

女
性
の
方
（
40
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
）

※ 

対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
４
月
に
「
子

　

宮
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
受
診

　

録
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

会場 受付時間実施日 対象地区

６月28日 午前９時～
９時30分

沢石、要田、御木沢、
中郷、中妻

午前８時～
８時30分

大町、中町、八幡町、荒町、
北町、新町、八島台

木

保健センター７月1日 日

岩江センター

午前10時～
10時30分

岩江

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

総
合
集
団
健
診

▼ 

集
団
健
診
会
場
で
待
っ
て
ま
す

　
「
健
診
っ
て
な
ん
だ
か
面
倒
」
と
い
う
方

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
５
年
、
10
年
後
も
元
気
で
い
る
た
め
に

健
診
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

元
気
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症

集
団
検
診

▼ 

受
診
方
法

　
検
診
当
日
は「
子
宮
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ

　

う
症
検
診
受
診
録
」
を
持
参
し
て
、
実
施

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
は
不
要
で
す
。

▼ 

自
己
負
担
金

▽ 

20
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

　

５
０
０
円

▽ 

70
歳
以
上
の
方
・
生
活
保
護
世
帯
の
方
・

　
非
課
税
世
帯
の
方

　

自
己
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
事
前
の
確
認
が

必
要
で
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆ 子宮頸がん・骨粗しょう症集団検診実施日程

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０
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第
15
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
６
月
10
日
（
日
）
に

中
郷
学
校
お
よ
び
三
春
ダ
ム
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
ダ
ム
周
辺
道
路
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、

利
用
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
規
制
さ
れ
る
内
容
は
、

表
お
よ
び
地
図
の
と
お
り
で
す
。

「
さ
あ
今
日
も 

水
と
元
気
が 

蛇
口
か
ら
」

《
６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す
》

水
道
料
金
は
大
事
な
財
源
で
す

　

水
道
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭
の
蛇
口
ま
で
お

届
け
す
る
費
用
は
、
町
の
税
金
で
は
な
く
皆

さ
ん
の
水
道
料
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
を
支
障
な
く
運
営
し
て
い
く
に

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金
が
主
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

検
針
時
の
お
願
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の
検
針
は
、

１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11
月
の
年
６
回
行
っ
て

い
ま
す
。

　

検
針
に
は
、
町
が
委
託
し
た
検
針
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か

　
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か

　
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水
量
料
金
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か
わ
ら
ず

い
た
だ
く
料
金
で
、
水
量
料
金
は
使
用
水
量

に
応
じ
て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。

水
道
蛇
口
パ
ッ
キ
ン
の
交
換

　

期
間
中
は
、
高
齢
者
世
帯
の
水
道
蛇
口
の

パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で
交
換
し
ま
す
。

　

水
漏
れ
の
心
配
な
方
は
、「
上
下
水
道
料

金
等
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
し
て
あ
る
「
使

用
者
番
号
」
を
確
認
の
う
え
、
訪
問
希
望
日

を
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象

　

高
齢
者
の
世
帯
（
65
歳
以
上
）
で
、
水
が

止
ま
り
に
く
く
な
っ
た
水
道
の
蛇
口

※ 

１
世
帯
２
か
所
以
内
で
す
。
レ
バ
ー
式

　

の
も
の
を
除
き
ま
す
。

▼ 

期
間　
６
月
１
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

※ 

土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　

納
期
限
は
、現
金
払
い
は
奇
数
月
の
月
末
、

口
座
振
替
の
場
合
は
、奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
さ
れ
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

各
取
扱
金
融
機
関
に
金
融
機
関
届
出
印

鑑
、
通
帳
と
水
道
料
金
の
領
収
書
を
持
参
し

て
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

た
む
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、
郡
山
信
用
金
庫
、

郵
便
局
、
労
働
金
庫

▼ 

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　
☎
62-

２
５
０
０

　

水
道
週
間
が
６
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

　

私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水
道
は
、
日
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
の
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
日

夜
努
め
て
い
ま
す
。

▼交通規制

▼交通規制（車両通行止め）位置図

県道谷田川・三春線

町道滝・滑津線

町道滝・狐田線

町道柴原・神久保線

① 　 ②

③ 　 ⑤

③ 　 ④

⑥ 　 ⑦

車両通行止め

車両通行止め

車両通行止め

車両通行止め

時間

午前9時30分
〜

12時30分

午前9時55分
　〜11時5分

車両片側通行規制
（狐田から蛇石方面）② → ⑧県道郡山・大越線

規制内容区間路線名

▼ 

問　
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
（
三
春
交
流
館
内
）

　
　
　

 

☎ 

62-

３
８
３
７

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
の
た
め

　
　
　
　
　

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す

11
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● 
待
っ
て
ま
し
た
！ 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
！

　

今
年
度
の
「
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
」
が
、５
月
10
日
の
中
郷
教
室
を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

各
教
室
と
も
開
所
式
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
見
守
り
や
支
援
を
す
る
安
全
管
理

員
・
活
動
指
導
員
に
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
の
約
束
ご
と
を
確
認
し
、
最
後
に
子
ど
も
た
ち
全
員
で
、「
み
ん
な
仲
良
く
元
気
に

勉
強
や
遊
び
を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
、式
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
開
所
式
終
了
後
、
活
動
指
導
員
ら
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

◆ 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
運
営
に
ご
協
力
い

　
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
・
自
主
学
習
の
見

守
り
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
三
春
交
流

館
「
ま
ほ
ら
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
「
三
春
交
流
館
」
ま
ほ
ら 

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

中郷教室開所式であいさつする大塚克己校長

中妻教室開所式に出席した子どもたち

岩江教室開所式であいさつする御代田裕紀校長

　

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
会
か
ら
推
薦
さ

れ
た
66
名
の
方
々
が
、
家
庭
や
地
域
の
健
康

づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
１
年
間

で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
健

診
事
業
の
Ｐ

Ｒ
、
健
康
づ
く

り
教
室
の
ご
案

内
な
ど
、
健
康

づ
く
り
活
動
を

進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

各
地
区
の
健
康
づ
く
り
推
進
員

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す5 月 17 日の第 1 回研修会に参加した皆さん

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

情報公開・個人情報保護制度運用状況
平成 23 年度の運用状況は、次のとおりです。

▼ 個人情報開示
平成 23 年度はありませんでした。

◆ 問　総務課　企画情報グループ　☎ 62-8125

7 2 4 0 1

結果
実施機関 請求件数

開示 部分開示 不開示 不存在

町長

▼ 公文書開示
単位：件

● 情報公開制度とは？

　情報公開制度とは、三春町が保有する行政情報につ
いて、皆さんからの請求を受けて、公文書の閲覧や写
しを交付する制度です。どなたでも請求できます。
● 個人情報保護制度とは？
　個人情報保護制度とは、三春町が保有する個人情報の開
示、訂正などを請求する権利を保障するとともに、個人情
報の適正な取扱いを規定し、町民の基本的人権を擁護する
制度です。どなたでも自分の情報について請求できます。

研修会のようす



　

三
春
の
滝
桜
も

満
開
と
な
っ
た
４

月
28
日
に
、
平
成

24
年
度
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
松
径
会
総
会

が
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ

て
授
業
参
観
が
実

施
さ
れ
、
多
く
の
保
護
者
の
方
々
が
熱
心
に

参
観
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
橋
本
俊
宏
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
お
よ

び
鈴
木
義
孝
松
径
会
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、議
事
に
入
り
、

平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼  

Ｐ
Ｔ
Ａ　

▽ 

会
長 

田
村
功

▽ 

副
会
長 

村
田
信
一
、
柳
沼
誠
、

 

草
野
孝
一
、尾
形
幸
男
（
教
頭
）

◆ 

伝
統
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
を
開
催

　

田
村
高
校
と
い
え
ば
駅
伝
、
そ
の
原
点
と

も
い
え
る
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
４
月
27
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
73
回
目
を
数
え

る
伝
統
行
事
で

す
。

　

当
日
は
、
前
日

か
ら
の
雨
で
開
催

が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
号
砲
の
な

る
頃
に
は
小
雨
と

な
り
、
マ
ラ
ソ
ン

に
適
し
た
暑
か
ら

ず
、
寒
か
ら
ず
の

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
な
り
、

全
校
生
が
桜
咲
く

三
春
路
を
駆
け
め

ぐ
り
ま
し
た
。 

　

開
会
式
で
は
同

窓
会
副
会
長
の
内

藤
忠
さ
ん
が
、
来

賓
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
さ
れ
、
自

分
の
高
校
時
代
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

思
い
出
話
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
生

女子の先頭グループ

◆ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
松
径
会
総
会
を
開
催 表彰式のようす

◎ 

大
会
結
果

　
《
男
子
》　

　

１
位 

樽
井
聖
人　

２
位 

佐
久
間
龍
次

　

３
位 

鈴
木
滉
大　

４
位 

清
水
目
大
貴

　

５
位 

菅
野
将
矢

　
《
女
子
》　

　

１
位 

小
沢
夏
美　

２
位 

梅
津
麗
菜

　

３
位 

田
莉
那　

４
位 

坂
本
ち
ほ

　

５
位 

遠
矢
夕
稀

徒
の
力
溢
れ
る
走
り
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
震
災
の
影
響
で
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
体
育
科
教
員
が
こ
の
大
会
開
催

に
向
け
、
念
入
り
な
コ
ー
ス
視
察
、
コ
ー
ス

試
走
と
数
十
か
所
に
及
ぶ
放
射
線
量
の
測
定

と
、
補
助
生
徒
の
助
け
も
借
り
、
学
校
が
一

丸
と
な
り
成
功
裡
に
無
事
、
大
会
を
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
に
は
、
同
窓
会
よ
り
記
念

品
と
し
て
大
会
名
入
り
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

▽ 

庶
務 

本
田
正
弘
、八
巻
俊
憲（
教
諭
）

▽ 

会
計 

渡
辺
由
美
、
加
勢
か
お
り
（
教
諭
）

▽ 

会
計
監
査 

吉
田
均
、
冨
塚
一
徳
、

 

白
石
和
浩

▽ 

顧
問 

鈴
木
清
、
鈴
木
廣
一

 

鈴
木
浩
一
（
校
長
）

▼ 

松
径
会　

▽ 

名
誉
会
長 

鈴
木
浩
一
（
校
長
）

▽ 

会
長 

鈴
木
義
孝
（
町
長
）

▽ 

副
会
長 

田
村
功
、
深
谷
信
吾
、

 

尾
形
幸
男
（
教
頭
）

▽ 

幹
事
長 

村
田
信
一

▽ 

顧
問 

伊
藤
寛

あいさつするＰＴＡ新役員

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

あいさつする同窓会副会長内藤忠さん男子 10 ㎞のスタートのようす

あいさつする鈴木義孝松径会会長
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　昨年、様々な変更を余儀なくされた小学校の運動会が、今年はほ
ぼ従来の形で実施されました。
　各校とも校庭で元気な子どもたちの姿が見られ、多くの保護者や
町民の皆様に声援を送っていただきました。
　運動会は小学校の行事の中でも特に古くから行われており、明治時
代から 100 年以上続いている数少ない行事の一つです。三世代で共
通の話題にできる行事なのでしょう。ある町内小学校の運動会で「こ
の競技は、お母さんも小学生の時にやったのよ。」とお孫さんに語り
かけるおばあさんの言葉を聞いて、何ともほほえましく感じました。

● 五月の青空の下での運動会　〜小学校〜

◆ 

地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
・
・
・

▼
「
ド
ド
ン
が
ド
ン
！
」「
サ
イ
ヤ
ー
、わ
た
し
ゃ
三
春
町
、五
万
石
育
ち
」

校
庭
か
ら
勇
ま
し
い
太
鼓
の
音
や
歌
声
が
響
い
て
き
ま
す
。

　

毎
年
、
５
月
に
行
わ
れ
て
い
る
運
動
会
に
５
年
生
全
児
童
が
、
大
太
鼓
、

小
太
鼓
、
笛
、
か
ね
、
歌
に
分
か
れ
て
盆
太
鼓
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
元
気
な
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
全
校
児
童
、
保
護
者
・
地
域
の
方
々
、

来
賓
の
皆
様
が
盆
踊
り
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　

児
童
は
、
三
春
町
伝
統
盆
踊
り
保
存
会
の
方
々
、
地
域
の
若
連
の
方
々

の
好
意
に
よ
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
休
み
時
間
に
、
指
導
を
受
け

な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼ 

本
校
に
は
、
平
成
15
年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
三4

春
小
学
習
支
援
ボ
ラ
4

4

ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
（
通
称 

サ
ン
ボ
ラ
会
）」
が
あ
り
、
児
童

の
学
び
の
質
を
高
め
る
た
め
に
外
部
か
ら
様
々
な
学
習
支
援
者
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
な
ど
）
を
招
い
て
、
教
育
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

各
教
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
様
々
な
分
野
の
専
門
家
か

ら
お
話
を
聞
い
た
り
、
一
緒

に
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、
深
く
質
の
高
い
学
び
、

幅
広
い
学
び
が
展
開
で
き
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
地

域
の
方
々
に
よ
る
積
極
的
な

学
習
参
画
・
学
習
支
援
に
よ

り
、
盆
太
鼓
の
練
習
が
で
き

る
わ
け
で
す
。

　

本
校
児
童
は
、
卒
業
ま
で

に
全
員
が
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
文
化
を
経
験
し
、
巣
立
っ

て
い
き
ま
す
。

中妻小学校運動会での応援合戦

～ 

我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育 

～三
春
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

　５月９日に、鏡石町鳥見山陸上競技場において田村支部中学校陸上競技大会が行われました。川内中学校を含む
田村地区の中学校 15 校の選手が一堂に会して競技を行い、町内の中学校は好成績を収めました。
　各種目で優勝した町内中学校選手は次のとおりです。
○ 鴫原大輔　　　（１年 100 ｍ・三春中学校）
○ 渡邉直人　　　（110 ｍＨ・岩江中学校３年）
○ 吉田直也　　　（走高跳・桜中学校３年）　
○ 渡辺翔　　　　（四種競技・三春中学校３年）
○ 佐久間つぐみ　（１年 1500 ｍ・沢石中学校）　
○ 三瓶麻椰香　　（100 ｍＨ・三春中学校３年）
○ 湯峯亜弥　　　（砲丸投・三春中学校２年）　
○ 笠間恵美　　　（四種競技・三春中学校３年）
○ 三春中学校　　（低学年４×100 ｍＲ・渡辺楓太 ､ 鴫原大輔 ､
　　　　　　　　　橋本晃輔 ､ 大和田航希）
※ 優勝した選手は ､7 月上旬に行われる福島県中学校体育大会陸上競技大会に出場します。

● 田村支部陸上競技大会で好成績　〜中学校〜

走高跳で優勝した桜中学校 吉田直也選手

ボランティアによる盆太鼓の指導
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　毎年 5 月 12 日は「看
護 の 日 」 で す。 近 代
看護の基礎を築いたフ

ローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなんでいます。
　12 日を含む週の日曜日から土曜日までが「看護週間」と
なっており、今年は 6 日から 12 日まででした。
　メインテーマを「看護の心をみんな
の心に」とし、助け合いの心を、だれ
もが育むきっかけとなるよう、1990 年
に「看護の日」が制定されました。
　三春病院でも受付前にブースを作り、
来院される方々に理解を深めていただこう
とポスターを掲示してアピールしました。

ご予約・問い合わせ先　町立三春病院事務部　☎62-3131

町立三春病院 News町立三春病院 News

　
三
春
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
最
近
は
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
毎
日
の
よ
う
に
医
療
に
関
す
る
内
容
が
放
送

さ
れ
て
い
ま
す
ね
。「
ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
の
神
業
手
術
！
」
と
か
、「
こ
れ

が
最
新
の
医
療
技
術
！
」と
い
っ
た
内
容
が
華
々
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
一
視
聴
者
と
し
て
感
心
し
な
が
ら
み
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
先
進
医
療
は
、

難
し
い
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の
人
生
に
光
を
与
え
ま
す
。

　
一
方
、私
達
の
よ
う
に
地
域
で
働
く
家
庭
医
は
、咳
が
出
る
、血
圧
が
高
い
、

と
い
っ
た
誰
に
で
も
よ
く
あ
る
問
題
を
担
当
し
ま
す
。
そ
こ
に
神
業
は
な
く

（
風
邪
の
治
療
に
神
業
を
駆
使
さ
れ
て
も
み
な
さ
ん
び
っ
く
り
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
）
予
防
か
ら
診
断
、
治
療
を
含
め
て
、
地
味
で
す
が
き
ち
っ
と
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
、
効
率
よ
く
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
医
療
に
は
一
部
の
少
数
の
人
に
対
し
て
高
度
な
医
療
を
提

供
す
る
と
い
う
医
療
と
、
誰
に
で
も
よ
く
起
こ
る
あ
り
ふ
れ
た
問
題
に
対

応
す
る
と
い
う
医
療
と
２
種
類
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
大
切
で
す
。
重
要
な

の
は
適
材
適
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
神
業
を
も
つ
ス
ー
パ
ー
脳
外

科
医
に
１
か
月
待
っ
て
ち
ょ
っ
と
し
た
頭
痛
を
診
て
も
ら
っ
た
り
、
逆
に

私
が
高
度
な
手
術
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
・
医
療
者
の
双

方
に
と
っ
て
有
益
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
自
分
の
症
状
が
先
進
医
療
を
必
要
と
す

る
病
気
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
を
自
分
で
判
断
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
判
断
を
得
意
と
し
て
い
る
、
地

域
の
か
か
り
つ
け
医
を
ま
ず
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
、先
程
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る
、と
書
き
ま
し
た
が
、

そ
の
難
し
さ
を
毎
日
痛
感
し
て
い
ま
す
。
日
々
変
化
す
る
医
療
の
中
で
、
新

し
い
知
見
も
と
り
い
れ
な
が
ら
、
か
つ
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
・
状
態

に
合
わ
せ
て
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。ま
た
私
に
と
っ

て
の
当
た
り
前
が
、
気
が
つ
け
ば
患
者
さ
ん
の
当
た
り
前
と
か
け
離
れ
て
い

る
時
も
あ
り
反
省
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
最
後
は

反
省
の
弁
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
【
三
春
町
立
三
春
病
院　
家
庭
医
療
科 

医
師　
鵜
飼
友
彦
】

三
春
病
院 

家
庭
医
療
科
だ
よ
り

  三春町立三春病院
家庭医療科

医師 鵜飼友彦先生
★ 家庭医療科の診療に
　ついては、病院窓口へ
　おたずねください。

「
２
種
類
の
医
療
」

月のコラムニスト今

水無月（みなづき）　水無月の「無」は「の」にあたります。このため水無月は「水の月」となります。田
植えが済み、田に水を張るようになるので「水無月」と呼ばれるようになったようです。

　また、6 月は暦の上で今年は 10 日から梅雨入りとなり、これから概ね 30 日間がその期間となります。そして少
しずつ暑く、日も長くなります。21 日は夏至となり、一年で昼間が最も長く、夜が短い日となります。
　今年の夏も予報では「比較的暑くなる」見込みのようです。昨年同様に、暑いながらも皆で協力して節電を心
掛けていきたいですね。

●● 看護の日イベントが行われました ●●

父の日 　　6 月の第 3 日曜日は父の日です。発祥地はアメリカで、母の日があることに対し、父の日がな
　いのは不公平だと考え、白いバラをささげたことが始まりと言われています。このため母の日の

カーネーションほど有名ではありませんが、父の日のシンボルフラワーはバラとされているようです。
　仕事に忙しく、普段家庭での時間を持つことのできないお父さんにプレゼントしてあげたいですね。

★ 病院見学・現場学習のススメ

三春町がん検診（肺がん・胃がん・大腸がん）・
三春町特定健診の実施について
　町で実施するがん検診と特定健診がそれぞれ個別
検診として 7 月から行われます。
　がんは死亡原因が第 1 位の病気であり、年々死亡率
が上昇し続けています。医療技術の進歩により治療成
績も向上していますが、早期発見・早期治療が重要です。
　また、糖尿病などの生活習慣病の有病者・予備軍が
増加しており、この予防には健康管理が決め手となり
ます。特定健康診査を毎年 1 回受けて、自分の健康
状態をチェックし、バランスの取れた食生活と適度な
運動習慣を心掛けて健康の維持増進に努めましょう。
　委託された町内医療機関で受診できます。三春病院で
も 7 月から受診できますので、詳細は病院までお問い
合わせください。
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公益社団法人日本看護協会
2012 年ポスターより

昨年のボランティア活動のようす

　三春病院では、今年も近隣の学生・生徒の皆さんの訪問をお待ちしています。
幼稚園児の病院見学、小・中学生の職場体験、高校生の一日看護体験やボランティ
ア活動など幅広く募集しています。
　未来の看護師、医療関係者を目指す皆さんが自分たちの夢を実現できるように
職員全員で応援します。
　職場体験やボランティアなど、医療を通じて学んでいただくために興味のある
方は、ぜひお問い合わせください。



金
環
日
食
観
察
会
を
開
催

　
　

神
秘
な
天
体
シ
ョ
ー
に
感
動

姉
妹
都
市
交
流

一
関
市
と
の
観
桜
会
を
開
催

桜
ヶ
丘
地
区
町
内
会

道
路
愛
護
活
動
優
秀
団
体
表
彰

ライトアップされた滝桜をバックに記念撮影（勝部修市長（左から５番
目）、菅原広文商業観光課長（左から２番目）、黒川俊之秘書室長（左端）

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
岩
手
県
一
関
市
よ
り
、
勝
部

修
市
長
、
菅
原
広
文
商
業
観
光
課
長
、
黒
川
俊
之

秘
書
室
長
が
、
４
月
25
・
26
日
の
２
日
間
三
春
町

を
訪
れ
、
暗
闇
に
映
し
だ
さ
れ
る
幻
想
的
な
滝
桜

を
観
覧
し
ま
し
た
。

　

一
関
市
と
は
、
三
春
に
城
を
築
い
た
と
さ
れ
る

田
村
氏
を
縁
と
し
て
、
昭
和
62
年
に
姉
妹
都
市
を

締
結
し
、
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
現
状
と
こ

の
一
年
の
復
興
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
情
報
交
換

を
行
い
、
両
市
町
の
復
興
へ
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

受賞報告に来庁した佐久間佳子副会長（中央右）と服部昇さん（中央左）

　

道
路
の
愛
護
活
動
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

団
体
と
し
て
、
桜
ヶ
丘
地
区
町
内
会
（
安
藤
康

裕
会
長
）
が
福
島
県
中
・
県
南
・
会
津
地
区
国

道
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
ヶ
丘
地
区
町
内
会
は
、
長
年
国
道
２
８
８

号
バ
イ
パ
ス
の
法
面
（
桜
並
木
）
の
草
刈
り
な

ど
、
道
路
環
境
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
実
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
式
は
、
５
月
２
日
に
福
島
県
中
・
県
南
・

会
津
地
区
国
道
協
議
会
総
会
の
席
上
で
行
わ

れ
、
桜
ヶ
丘
地
区
町
内
会
か
ら
、
佐
久
間
佳
子

副
会
長
、
服
部
昇
さ
ん
が
出
席
し
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。
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５
月
21
日
、
三
春
町
で
は
２
１
２
年
ぶ
り
と

な
る
金
環
日
食
の
観
察
会
を
、
自
然
観
察
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
、
約
２
０
０
名
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
食
開
始
直
後
は
薄
く
雲
が
広
が
り
、
金
環

が
見
ら
れ
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

願
い
が
通
じ
金
環
日
食
に
な
る
少
し
前
か
ら
晴

れ
間
が
広
が
り
、
神
秘
の
金
環
日
食
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

金環日食 7 時 37 分の太陽

日食メガネで観察する参加者天体望遠鏡で観察する父子



　

平
成
21
年
度
の
第
４
次
隊
員
と
し
て
平
成
21
年

３
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
各
地
で
活
動
さ
れ

た
２
名
の
方
が
帰
国
さ
れ
た
た
め
、
町
長
に
表
敬

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

宗
像
淳
史
さ
ん

（
渋
池
）
は
、
南
ア

メ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ

の
給
水
施
設
の
維
持

管
理
お
よ
び
水
感
染

症
対
策
活
動
に
従
事

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
国
際
協
力
分
野
で
活
動
さ
れ
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

　

金
山
忍
さ
ん
（
上
舞
木
）
は
、
タ
イ
の
ブ
ラ
パ
ー
大
学
芸
術

学
部
陶
芸
学
科
に
お
い
て
、
日
本
の
陶
芸
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
し

な
が
ら
陶
芸
技
法
の
技
術
を
指
導
さ
れ
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、

三
春
町
で
、そ
の
経
験
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
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５
月
20
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
三
春

町
消
防
団
に
よ
る
春
季
検
閲
式
が
行
わ
れ
、
団
員

３
２
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

検
閲
は
、
団
長
に
よ
る
閲
団
後
、
見
事
な
大
隊
の

編
成
が
行
わ
れ
、
町
長
と
団
長
に
よ
る
通
常
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
点
検
後
、
今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
福
島
県

消
防
協
会
田
村
支
部
消
防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
御

木
沢
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
中
郷
分
団
に

よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
優
良
消
防
団
員
21
名
、
功
労
消
防

団
員
12
名
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
皆
さ
ん
は
、
日
常
の
仕
事
を
し
な
が
ら

も
地
域
を
守
る
た
め
、
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
、
地
域
や
会

社
の
ご
協
力
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
今
後
と
も
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
春
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
を
開
催

御
木
沢
分
団 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
中
郷
分
団 

ポ
ン
プ
車
操
法
を
披
露

ポンプ車操法を披露する中郷分団

宗
像
淳
史
さ
ん
、
金
山
忍
さ
ん

青
年
海
外
協
力
隊
員
帰
国
報
告

東
京
目
黒
の
商
店
街

　

昭
和
通
り
ま
つ
り
で
交
流
促
進

　

５
月
13
日
に
、
東
京
都
目
黒
区
に
あ
る
昭
和

通
り
商
交
会
主
催
の
昭
和
通
り
ま
つ
り
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

目
黒
区
と
三
春
町
は
、
平
成
20
年
に
目
黒
区

の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
三
春
町
を
合
宿
地
と
し

て
利
用
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま

り
、
昭
和
通
り
ま
つ
り
へ
の
出
店
も
昨
年
に
引

続
き
２
度
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
商
交
会
に
よ
る
配
布
用
の
野

菜
や
景
品
に
三
春
産
の
野
菜
が
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
人
で
賑
わ
う
な
か
で
、
三
春
町
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
餅
、
油
揚
げ
な
ど

の
産
品
の
販
売
を
行
い
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

昭和通りまつりで特産品などを販売するようす

小型ポンプ操法を披露する御木沢分団

帰国報告した宗像淳史さん（前列右）と金山忍（前列左）さん

報告する宗像淳史さん（中央）と金山忍さん（左）

ラッパ隊による演奏のようす

町長・団長による通常点検のようす

車両大隊編成のようす



主な施設の休館日

延長業務

▼	図書館（☎ 62-3375）
　6月 4・6・11・18・25日
▼	体育施設（☎62-6212）
　6月 4・11・18・25日
▼	ステーション（☎61-1546）
　休まず営業しています
▼	歴史民俗資料館・人形館
　（☎62-5263）
　6月 4・11・18・25日
▼	三春交流館（☎62-3837）
　6月 4・11・18・25日
▼	中央児童館（☎62-8666）
　日曜日、祝日
▼	子育てサロン（☎62-2748）
　（第 2保育所内）
　6月 14・15・25・26日
　土・日曜日、祝日
▼	役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼	役場１階窓口
	　【毎週水曜日】
	　6月 6・13・20・27日
　	午後７時まで
	　【毎週日曜日】
	　6月 3・10・17・24日
　	午前８時 30分〜 12時
※	取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▼	清掃センター
	　【土・日の持込みゴミの日】
	　6月 16日（土）・17日（日）
　	午前９時〜午後４時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

　三春交流館運営協会自主事業（三春交流館「まほら」開館 10 年記念事業）

◯ 三春交流館「まほら」開館 10 年記念事業
スタジオジブリ映画人気作、初のミュージカル化！ 
わらび座 ミュージカル「おもひでぽろぽろ」

◆ 日時 ６月 23 日（土）
 午後５時 30 分開場
 午後６時開演
◆ 全席指定　一般 3,500 円
　　　　　高校生以下 2,500 円
　　　　　好評発売中！
※ 当日は各券 500 円増となりま

す。チケット完売の場合、当
日券はございません。

 　三春交流館運営協会　
平成 24 年度自主事業をお知らせします

開催日 公演名 チケット料金 チケット発売日

9月16日（日）
午後３時開演
午後２時プレトーク

東誠三
ベートーヴェン・ピアノソナタ全曲演奏会
第八回（最終回）「歌、そして祈り」
東さんによる演奏曲目の解説があります。
第一回から連続ご来場者に、東誠三サイン入り
記念品を差し上げます。

一般5,000円
高校生以下3,000円

（芸術文化振興基金助成事業）
小松亮太＆ラスト・タンゴ・センセーションズ
今やバンドネオンの第一人者小松亮太が繰り広
げるタンゴの世界、トークも楽しいです！

10月27日（土）
午後６時開演

6月7日（木）
電話予約は
6月8日（金）

（コミュニティ助成事業）
「まほら」ニューイヤーコンサート2013
　NHK交響楽団メンバーによる室内楽

平成25年
1月14日（月）
午後３時開演

11月12日（月）
午後７時開演

日野皓正ジャズコンサート
トランペット奏者・世界の日野皓正がやって来
ます！

一般3,500円
高校生以下1,500円

一般3,500円
高校生以下2,000円

一般4,500円
高校生以下3,000円

7月26日（木）
電話予約は
7月27日（金）

8月2日（木）
電話予約は
8月3日（金）

10月11日（木）
電話予約は
10月12日（金）

　足かけ 5 年にわたる一大企画もいよいよ最終回で
す。これまで発売されたライブ録音 CD「ベートーヴェ
ン・ピアノソナタ第 1 集～第 5 集」すべてが音楽雑
誌「レコード芸術」において、特選盤を受けるなど、
高い評価を受けています。終了後も全 9 集として順
次発売されます。ベートーヴェン最後のピアノソナ
タ No.29．30．31 をぜひお聴きください。

東誠三ベートーヴェン・ピアノソナタ
全曲演奏会（全８回）

第八回（最終回）歌、そして祈り

◆ 日時　９月 16 日（日）
　 　　　午後２時プレトーク　午後３時開演
◆ 場所　三春交流館「まほらホール」
◆ 入場料　全席指定　一般 3,500 円 ／高校生以下 1,500 円
◆ 発売開始　６月７日（木）午前 10 時
◆ 電話予約　６月８日（金）午前 10 時
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16日（土）

24日（日）

1日（日）

6日（金）～
８日（日）

わらび座 ミュージカル「おもひでぽろぽろ」

23日（土）

ピティナピアノコンペティション郡山地区予選

三春磐州市「あじさい市」
６月
16日（土）

プリマヴェーラピアノ発表会

山口流篠笛 笛の会
6月
10日（日）

三春町花木生産振興会さつき展示会
６月
12日（火）～
16日（土）

三春おやこ劇場第33回例会「笑福亭鶴笑のパペット落語」
６月

刑務所作業製品展示即売会

７月

６月

６月

７月

第15回たむら合唱連合唱祭 －4793

３月
16日（金）～
17日（土）
17日（日）
６月 ※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。

　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ ６月・７月のイベント情報 ◆◆◆

★６月６日に金星が太陽の前を通過します
　６月６日（水）の午前７時９分から午後１時 48 分にかけて、金星が太陽の前を通過する現象（日面通過）を観察できま
す。次回、金星の日面通過を観察できるのは、105 年後の 2117 年なので、「日食メガネ」を使って観察してください。

　初夏の天体の観察を行います。
▶ 日　時 ６月８日（金）、16 日（土）、22 日（金）
 午後８時～ 10 時
 ※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　大人 200 円／子ども 100 円
▶ 講　師　本多憲光さん、影山博さん

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　太陽の前面を通過する金星を観察します。
▶ 日　時　６月６日（水）午前７時～午後１時 40 分
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　無料
▶ 講　師　本多憲光さん、影山博さん

金星の日面通過観望会 　つくば宇宙センターとつくばエキスポセンタープラ
ネタリウムの見学に行きます。
▶ 日　時 ６月 16 日（土）午前７時～午後６時
▶ 集合場所 自然観察ステーション
▶ 参加料 大人 1,000 円／高校生以下 700 円
 ※ 入場料を含む。

JAXA つくば宇宙センター見学

　カブトムシの幼虫を採集し、育て方を勉強します。
▶ 日　時　６月９日（土）午前 10 時～ 12 時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参加料　無料
▶ 持参品　飼育ケース

カブトムシの幼虫採集

問い合わせ先　自然観察ステーション　☎ 61-1546

◎ 今年は太陽の活動が活発です！
　太陽活動は 11 年周期で、活発
な時とそうでない時があります。
　今年は、極大期（活発な時）
にあたるので、肉眼でも見える
黒点が出現するかもしれません。
たまに「日食メガネ」で太陽を
観察してください。

● 日食メガネを使って観察しましょう。
※ 日食メガネで、望遠鏡や双眼鏡などを覗かないでく

ださい。失明の恐れがあります。
＜やってはいけない観察法＞
○ 肉眼で直接太陽を見る。
○ 下敷き、ガラスにススを付けたもの、普通のサング
　ラスで太陽を見る。
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20

〈
お
は
な
し
会
・

　
　

絵
本
と
わ
ら
べ
唄
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

▼ 

日
時　
６
月
13
・
27
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
６
月
10
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

対
象　
小
学
校
低
学
年

▼ 

日
時　
６
月
７
・
14
・
21
・
28
日（
木
）

　

 　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

　
　
　
　
　

●　

●　

●

〈
図
書
館
保
管
雑
誌
・
巡
回

文
庫
の
古
本
（
児
童
書
）
を

差
し
上
げ
ま
す
〉

　
図
書
館
で
保
存
期
間
を
満
了
し

た
雑
誌
と
、
巡
回
文
庫
用
に
利
用

し
て
い
た
児
童
書
・
紙
芝
居
を
、

希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

● 

雑
誌

▼ 

日
時　
６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼ 

場
所　
町
民
図
書
館

　
　
　

 　

貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
前

▼ 

対
象
雑
誌

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23
年

３
月
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
図
書
館

保
管
雑
誌
。

※ 

同
じ
雑
誌
名
の
も
の
は
５
冊
ま

　

で
で
す
。

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

今
月
行
事
の
お
知
ら
せ
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
６
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

　

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
６
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
手

遊
び
や
お
話
を
楽
し
む
時
間
で

す
。
１
か
ら
２
歳
児
が
楽
し
め

る
内
容
で
す
。

●　

●　

●

★ 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

お
子
さ
ん
は
遊
び
を
楽
し
み
、

お
母
さ
ん
は
交
流
会
で
ホ
ッ
と
す

る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
申
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　

お
母
さ
ん

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

日
時　
６
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

内
容　

▽ 

親
子
遊
び
を
楽
し
み
、
お
母
さ

　

ん
は
元
気
が
湧
い
て
く
る
交
流

● 

巡
回
文
庫
資
料

▼ 

日
時　
６
月
23
日（
土
）・ 

24
日（
日
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼ 

場
所　
町
民
図
書
館
お
は
な
し
室

▼ 

対
象
雑
誌

　

平
成
２
年
か
ら
利
用
し
て
い
た

各
教
育
施
設
用
の
巡
回
図
書
の
う

ち
、
古
く
な
っ
た
本
。

※ 

冊
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

●　

●　

●

〈
町
民
図
書
館
お
は
な
し

　
　

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〉

　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
事
業
「
お
は
な
し

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
は
な
し
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
読
み
聞
か

せ
に
ご
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ボランティア会員によるおはなし会のようす

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

場
所
は
い
ず
れ
の
行
事
も
中
央

　

児
童
館
で
す
。

★ 

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

▼ 

日
時　
６
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜

▼ 

内
容　
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
他

▼ 

対
象　
幼
児
・
児
童
・
保
護
者

※ 

幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▼ 
日
時　
６
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

 
午
後
１
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
製
作

▼ 

日
時　
６
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

 

〜
８
日
（
金
）
放
課
後

※ 

３
日
間
連
続
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

内
容　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー

▼ 

参
加
費　
３
０
０
円

※ 

申
込
み
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
。

▼ 

申
込
期
限　
６
月
４
日
（
月
）

★ 

料
理
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
６
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
年
間
活
動
計
画

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

お
り
が
み
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
６
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
雨
の
日
に

●　

●　

●

★ 

理
科
ク
ラ
ブ

▼ 

日
時　
６
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜

▼ 

内
容　
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

▼ 

対
象　
小
・
中
学
生
と
保
護
者

▼ 

申
込
期
限　
６
月
13
日
（
水
）

▼ 

指
導
者　
吉
川
久
三
さ
ん
、
本

　

田
久
子
さ
ん
、
堀
越
正
文
さ
ん

　

な
ど
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　

皆
さ
ん

▼ 
申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

▼ 

主
な
活
動
日
時

　

毎
週
木
曜
日 

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

　

第
２
日
曜
日 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※ 

ま
ず
は
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
お
は
な
し
会
に

　

は
大
人
の
方
だ
け
で
の
参
加
も

　

可
能
で
す
。

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５



　

会
で
ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
持
ち

　

ま
す
。

▽ 
交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ

　

た
こ
と
が
あ
れ
ば
個
別
相
談
も
で

　

き
ま
す
。

▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

遊
び
の
広
場

▼ 

日
時　
６
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
す
で
に
登
録
済
の
親
子

20
組

●　

●　

●

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 

日
時　
６
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
６
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 

内
容　

身
長
体
重
測
定
や
手

形
を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生

カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。
大
き
な

ケ
ー
キ
を
囲
ん
で
お
祝
い
を
し

ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
６
月
25
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

震
え
る
牛
（
相
場
英
雄
）
／
鼠
、
剣
を

磨
く
（
赤
川
次
郎
）
／
少
女
は
卒
業
し

な
い
（
朝
井
リ
ョ
ウ
）
／
降
霊
会
の
夜

（
浅
田
次
郎
）
／
一
年
四
組
の
窓
か
ら

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
／
三
匹
の
お
っ
さ

ん 

ふ
た
た
び
（
有
川
浩
）
／
高
原
の

フ
ー
ダ
ニ
ッ
ト
（
有
栖
川
有
栖
）
／
夜

鳴
き
め
し
屋
（
宇
江
佐
真
理
）
／
神
様

の
み
な
し
ご
（
川
島
誠
）
／
ア
ン
ゴ
ウ

（
坂
口
安
吾
）／
希
望
の
地
図（
重
松
清
）

／
僕
は
お
父
さ
ん
を
訴
え
ま
す
（
友
井

羊
）
／
帝
の
毒
薬
（
永
瀬
隼
介
）
／
長

嶋
少
年
（
ね
じ
め
正
一
）
／
ナ
ミ
ヤ
雑

貨
店
の
奇
蹟
（
東
野
圭
吾
）
／
パ
ト
ロ

ネ
（
藤
野
可
織
）
／
バ
イ
貝
（
町
田
康
）

／
転
校
ク
ラ
ブ
（
水
生
大
海
）
／
骸
骨

を
乞
う
（
雪
乃
紗
衣
）
／
ミ
ス
テ
リ
ア

ス
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
ゴ
ー
ド
ン
ほ
か
）

今月の お すす め 本
世
界
一
受
け
た
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
の
授
業
／
古
代
人
な
る
ほ
ど
謎
解
き

一
〇
〇
話
／
東
北
の
絶
景
／
池
上
彰
の

や
さ
し
い
経
済
学
／「
58
歳
か
ら
65
歳
」

※ 新着コーナーには、６月７日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

特
別
授
業
３
・
11
君
た
ち
は
ど
う
生

き
る
か
／
72
時
間
生
き
ぬ
く
た
め
の

１
０
１
の
方
法
／
省
エ
ネ
の
大
研
究
／

大
き
な
運
転
席
図
鑑
ぷ
ら
す
／
桜
守
の

は
な
し
／
マ
ル
と
な
ぞ
な
ぞ
こ
ぞ
う
／

ペ
ッ
パ
ー
・
ル
ー
と
死
の
天
使
／
魔
使

い
の
悪
夢
／
オ
ズ
へ
の
道
／
は
た
ら
く

く
る
ま
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー　
ザ
ッ
ク
／
あ

い
う
え
お
べ
ん
と
う
／
ネ
ビ
ル
っ
て
よ

ん
で
み
た
／
お
す
し
で
す
し
！
／
ぱ
た

ぱ
た
も
も
ん
ち
ゃ
ん
／
東
北
ん
め
え
も

ん
の
う
た
／
ふ
く
し
ま
か
ら
き
た
子
／

パ
パ
は
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
・
マ
マ
だ
っ

て
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
／
ア
ン
パ
ン
マ
ン

と
バ
ナ
ナ
ダ
ン
ス

 『Newton 厳選数学パズル』
　ニュートンプレス
　マッチ棒を並べ替えるおな
じみのパズルから、スーパー
コンピュータでも解けない難
問まで、様々な問題を紹介し
た一冊です。雨が多くなるこ
の季節、お家で頭を鍛えてみ
ては？

こ
そ
使
え
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
徹
底
活
用

術
／
遺
伝
子
は
ダ
メ
な
あ
な
た
を
愛
し

て
る
／
介
護
の
た
め
の
薬
の
図
鑑
／
ヨ

ガ
基
本
ポ
ー
ズ
30
／
放
射
能
除
染
の
原

理
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
／
10
年
着
る
た
め
の

衣
類
ケ
ア
ブ
ッ
ク
／
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
・

絵
本
に
出
て
き
た「
あ
の
料
理
」と「
あ

の
お
菓
子
」
を
作
れ
る
夢
／
こ
の
絵
、

ど
こ
が
す
ご
い
の
？
／
明
日
も
あ
る
、

あ
さ
っ
て
も
あ
る
！
／
ラ
ジ
オ
福
島
の

３
０
０
日
／
原
子
力
と
宗
教
／
池
波
正

太
郎
の
江
戸
料
理
を
食
べ
る
／
仙
台
ぐ

ら
し

〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

３〜
４か月児

１歳
６か月児

１歳
６か月児
１歳
６か月児

区　分 対　象日時・場所 持ってくるもの

母子手帳・問診票・
バスタオル１枚

母子手帳・問診票・
バスタオル１枚

３〜
４か月児

6月19日（火）
13時集合
保健センター

6月21日（木）
９時集合
町立三春病院

平成24年
2月1日～
3月3日生まれ

平成22年
10月1日～
11月30日生まれ

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル１枚

6月20日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成21年
2月16日～
3月10日生まれ

３歳児

３〜
４か月児

３歳児

〈
６
月
15
日
（
金
）・
29
日
（
金
）

は
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
６
月
29
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

〈
献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す
〉

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 
日
時　
６
月
８
日
（
金
）

▼ 
時
間
／
場
所

▽ 
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

 

石
橋
ハ
マ
プ
ラ
ス
（
株
）

▽ 

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

 

フ
ガ
ク
工
機
（
株
）
東
北
工
場

▽ 

午
後
３
時
〜
５
時

　

 （
株
）
互
省
製
作
所
三
春
工
場

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
6
月
29
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
〜

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０
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〈
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉

　

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
な
ど
、
心
の

健
康
を
崩
し
て
し
ま
う
要
因
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
家

族
関
係
、
職
場
の
人
間
関
係
の
悩

み
な
ど
で
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
、
思
春
期
の
不
安
や
ひ

き
こ
も
り
の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
や
薬
物
依
存
な
ど
で
苦
し
む

方
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
や
家
族
で
「
こ
こ
ろ
の
悩

み
」
を
持
つ
方
の
た
め
に
、
町
で

は
専
門
家
に
依
頼
し
て
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
完

全
予
約
制
で
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
、
保
健
師
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

　

 

７
月
11
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

　

 

相
談
担
当　

精
神
科
医
師

　

 

７
月
19
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

 

相
談
担
当　

臨
床
心
理
士

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問　

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間
〉

★ 

６
月
１
日
〜
７
日

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者

は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ

り
、
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
は
、

予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

有
効
で
す
。

　

エ
イ
ズ
検
査
は
全
国
の
保
健
所

で｢

無
料
・
匿
名｣
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

エ
イ
ズ
に
関
す
る
電
話
相
談

☎
０
１
２
０-

１
７
７-

８
１
２

（
公
益
財
団
法
人
エ
イ
ズ
予
防
財
団
）

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
１
８

（
福
島
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
）

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
〉

　

麻
し
ん
の
流
行
時
期
は
、
例
年
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
で
す
。
で
き
る

だ
け
６
月
中
に
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼ 

予
防
接
種
対
象
年
齢

▽ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
Ⅱ
期

　

 

小
学
校
入
学
前
年
度
の
１
年
間

▽ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
Ⅲ
期

　

 

中
学
１
年
生

▽ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
Ⅳ
期

　
 

高
校
３
年
生
相
当

※ 
予
診
票
が
な
い
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-
５
１
１
０

〈
ポ
リ
オ
予
防
接
種
〉

　

次
の
と
お
り
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。

▼ 

期
日　
６
月
６
日
（
水
）

▼ 

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
10
時

※ 

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▼ 

場
所　
町
立
三
春
病
院
３
階
会

議
室

▼ 

持
参
品　

予
防
接
種
予
診
票
、

母
子
手
帳

▼ 

そ
の
他

　

昭
和
50
年
か
ら
52
年
ま
で
に
生

ま
れ
た
保
護
者
の
方
は
、
特
に
、

ポ
リ
オ
の
免
疫
を
保
有
し
て
い
る

方
の
割
合
が
他
の
年
齢
層
に
比
べ

て
低
い
た
め
、
お
子
さ
ん
が
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
と
き

〈
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小
梅
の
会
に
よ
る
育
児
用
品

サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す
〉

　

育
児
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、

子
ど
も
服
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
が
毎
年
リ
サ
イ

ク
ル
品
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
育
児
用
品
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
６
月

19
日
（
火
）
ま
で
に
駅
前
健
康
サ

ロ
ン
、
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
12
時

▼ 

場
所　
駅
前
健
康
サ
ロ
ン

▼ 

問 

駅
前
健
康
サ
ロ
ン

 

☎
62-

８
６
８
１

 

保
健
セ
ン
タ
ー

 

☎
62-

５
１
１
０

に
、
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
（
任
意
接
種
）
を
受
け
る

こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈「
不
審
な
電
話
や
訪
問
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
〉

　

全
国
各
地
で
、「
社
会
保
険
庁
」

や
「
社
会
保
険
事
務
所
」、「
日
本

年
金
機
構
」
や
「
年
金
事
務
所
」、

「
厚
生
労
働
省
」
な
ど
の
職
員
と

称
し
て
、
現
金
を
詐
取
し
た
り
、

銀
行
口
座
を
聞
く
な
ど
、
不
審
な

電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
日
本
年
金
機
構
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ

い
て
、
電
話
を
し
た
り
、
自
宅
を

訪
問
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
公

的
年
金
業
務
を
行
っ
て
い
る
日
本

年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
お
よ

び
当
機
構
が
業
務
委
託
を
行
っ

て
い
る
民
間
事
業
者
（
福
島
県
は

（
株
）
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
だ
け
で
す
。
そ
の
際
、

民
間
事
業
者
は
日
本
年
金
機
構
か

ら
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
氏
名
と
会
社
名
を
名
乗
る
こ

と
、
訪
問
す
る
場
合
は
日
本
年
金

機
構
が
発
行
し
た
証
明
書
を
提
示

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
審
に
思
っ
た
ら
、
口
座
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
話
し
た
り
、

現
金
を
支
払
っ
た
り
せ
ず
に
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
日
本
年
金
機
構 

郡
山
年
金
事
務
所

　
　
　

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４
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〈
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存

じ
で
す
か
〉

★ 

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法

　

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

　

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い
て

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
な
か

に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し

て
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
毎
年
６
月
１

日
を
中
心
に
一
層
積
極
的
な
啓
発

活
動
を
行
い
、
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
を
図
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
が
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

▼ 

三
春
町
の
人
権
擁
護
委
員

▽ 

七
海
浩
一
さ
ん

▽ 

橋
本
多
美
子
さ
ん

▽ 

松
崎
正
夫
さ
ん

▽ 

吉
田
ト
モ
子
さ
ん

▽ 

加
藤
康
子
さ
ん

〈
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
〉

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
と
し
て
、
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、

虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱
え

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ

び
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
６
月
25
日
（
月
）
〜

　

 　
　
　

７
月
１
日
（
日
）

▼ 

時
間　
午
前
８
時
30
分

　

 　
　
　

〜
午
後
７
時

※ 

た
だ
し
、
６
月
30
日
（
土
）、

７
月
１
日
（
日
）
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

▼ 

電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

 

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

〈
消
費
者
無
料
相
談
開
催
〉

　

災
害
に
乗
じ
た
悪
質
勧
誘
や

メ
ー
ル
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
貸
金
法

が
代
わ
り
多
重
債
務
で
悩
ん
で
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ

り
相
談
員
が
来
庁
し
、
皆
さ
ん
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
悩
み
の
方

ぜ
ひ
一
緒
に
解
決
方
法
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　
６
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　
　

 

午
後
１
時
〜
３
時

※ 

予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

★ 

６
月
の
人
権
相
談

　

６
月
の
特
設
人
権
相
談
所
の
開

催
は
次
の
と
お
り
で
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼ 

場
所　
役
場
４
階
第
１
委
員
会
室

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
０

　
　
　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
申
込

受
付
は
６
月
29
日
ま
で
で
す
〉

　

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
い

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴

で
き
な
い
世
帯
（
複
数
の
テ
レ
ビ

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
台
で
も
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
る

世
帯
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。）

に
対
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付（
１

台
）
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
付
は
、
６
月
29
日
（
金
）
ま

で
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者

▽ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

　

世
帯
（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

　

住
居
が
半
壊
以
上
の
り
災
含　

　
む
。）

▽ 

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
世

　
帯
全
員
が
非
課
税
の
世
帯
）

▼ 

申
込
方
法

　
総
務
課
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ
備

え
付
け
の
申
請
書
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
広
報
み
は

　

る
４
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
３
４-

１
９
９
４

　
　
　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

23

健　

康

年　

金

暮
ら
し

〈
家
庭
教
育
講
座
開
催
〉

　

三
春
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

主
催
で
町
教
育
委
員
会
の
共
催
に

よ
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

入
れ
た
家
づ
く
り
「
ロ
ハ
ス
の
家
」

を
研
究
し
て
い
る
日
大
工
学
部
の

教
授
を
招
き
、
講
座
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

小
ホ
ー
ル

▼ 

演
題　
「
ロ
ハ
ス
の
家
と
こ
れ

　

か
ら
の
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
」

▼ 

講
師　

　

日
本
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
教
授

　

東
北
大
学
名
誉
教
授 

加
藤
康
司
氏

▼ 

参
加
料　
無
料

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

昨年の家庭教育講座のようす



〈
ポ
イ
捨
て
・
犬
の
ふ
ん
の
放

置
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
〉

　

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す

た
め
に
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
三
春

町
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関
す
る

条
例
」
は
、
そ
れ
を
ル
ー
ル
化
し

た
も
の
で
す
。 

　

こ
の
条
例
で
は
、
空
き
缶
、
た

ば
こ
の
吸
殻
な
ど
の
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
や
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
を
放
置

す
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

条
例
を
守
る
こ
と
は
必
要
で
す

が
、
大
切
な
の
は
「
住
み
よ
い
環

境
は
自
分
で
守
る
！
」
と
い
う
意

識
で
す
。

　

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

る
よ
う
、「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は

し
な
い
！
」「
犬
の
ふ
ん
は
放
置

〈
６
月
は
県
の
不
法
投
棄
防
止

強
調
月
間
で
す
〉

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
事
件
や
不

適
正
処
理
が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
「
不
法
投
棄

防
止
強
調
月
間
」
を
定
め
、
県
が

委
嘱
し
た
不
法
投
棄
監
視
員
、
所

轄
警
察
署
お
よ
び
町
役
場
な
ど
が

連
携
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

最
近
多
い
家
電
品
や
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
は
処
罰
の
対
象
で
す
。

違
反
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
１
、０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
併
科
に
処

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
絶
対
に
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投

棄
を
し
な
い
」
一
人
ひ
と
り
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-
２
１
４
７

〈
６
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
強
化
月
間
で
す
〉

　

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化
月

間
で
す
。

　

平
成
23
年
の
県
内
の
交
通
事
故

死
者
の
う
ち
、
自
動
車
乗
車
中

に
犠
牲
と
な
っ
た
28
名
の
中
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な

か
っ
た
人
数
は
９
名
で
し
た
。
そ

の
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

方
は
７
名
い
ま
し
た
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
に
な
り

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
時

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
北

部
地
区
の
皆
さ
ん
へ
）〉

　

三
春
町
の
北
部
地
区
（
沢
石
、

御
木
沢
、要
田
、旧
町
の
一
部
）
は
、

通
信
事
業
者
で
は
採
算
が
見
込
め

な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
度
に

「
町
の
事
業
」
で
光
フ
ァ
イ
バ
網

を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
指
定
業
者
で
あ
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
以
外
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
、

他
社
の
新
規
参
入
が
可
能
で
あ

り
、
利
用
者
が
業
者
を
選
択
で
き

ま
す
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
５

し
な
い
！
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

ま
す
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め

車
に
乗
っ
た
ら
、
全
て
の
座
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

▼ 

問　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

１
１
１
４

 4 月９日〜 5 月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　

芸
能
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▽ 

物
品

　

橋
本
正
美
（
鷹
巣
）

　

佐
久
間
文
夫
（
富
沢
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

日
赤
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ
り
の
会
／

　

花
し
づ
く
（
郡
山
）
／
上
野
ト
ク

　
（
平
沢
）
／
村
上
貞
子
（
八
島
台
）
／

　

石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）
／
橋
本
光
子

　
（
御
免
町
）
／
雨
宮
尚
子
（
大
町
）

　

／
渡
辺
え
み
こ
（
富
岡
町
仮
設
）

　

／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

【
観
光
】

▽ 

寄
附
金

　
（
株
）
銚
子
丸
（
千
葉
県
）

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

▽ 

市
川
幹
雄
（
北
海
道
）

▽ 

市
川
文
雄
（
北
海
道
）

▽ 

山
﨑
栄
三
郎
（
埼
玉
県
）

▽ 

和
久
津
博
（
埼
玉
県
）

▽ 

鈴
木
健
寿
（
千
葉
県
）

▽ 

石
川
和
郎
（
千
葉
県
）

24

〈
マ
ウ
イ
太
鼓
が
や
っ
て
く
る
！

〜
マ
ウ
イ
太
鼓
と
三
春
盆
太

鼓
の
競
演
〜
〉

　

マ
ウ
イ
太
鼓
は
、
福
島
移
民
か

ら
受
け
継
い
だ
福
島
太
鼓
を
継
承

し
よ
う
と
、
16
年
前
に
ハ
ワ
イ
州

マ
ウ
イ
島
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
福
島
か
ら
ハ
ワ
イ
に

渡
っ
た
福
島
の
盆
歌
を
歌
い
、
太

鼓
を
演
奏
す
る
こ
と
で
東
北
を
応

援
し
た
い
と
企
画
さ
れ
た
ツ
ア
ー

で
す
。

　

ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
イ
太
鼓
に
よ
る

ハ
ワ
イ
流
「
ボ
ン
・
ダ
ン
ス
」
と

三
春
の
盆
太
鼓
、
聞
き
比
べ
て
み

ま
せ
ん
か
？

▼ 

日
時　

　

６
月
17
日
（
日
）

　

開
場　

午
後
６
時　

　

開
演　

午
後
６
時
30
分

▼ 

場
所　

　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

▼ 

内
容　

▽ 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　
「
１
０
０
年
の
鼓
動
〜
ハ
ワ
イ

　

に
渡
っ
た
福
島
太
鼓
」
の
上
映

▽ 

マ
ウ
イ
太
鼓
や
三
春
盆
太
鼓
の

　

演
奏
な
ど

▼ 

料
金　
無
料

▼ 

問　

三
春
町
観
光
協
会

　

 　
　

☎
62-

３
６
９
０



広 告 欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
花
し
ょ
う
ぶ
祭

　

三
春
町
上
舞
木
の
板
子
内
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
で
花
し
ょ

う
ぶ
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
花
し
ょ
う
ぶ
を
バ
ッ
ク
に
モ
デ
ル
２

名
に
よ
る
撮
影
会
も
行
い
ま
す
。

　

公
園
に
は
、
約
50
種
類
の
花
し
ょ
う
ぶ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
約
２
週

間
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

日
時　
７
月
１
日
（
日
）　 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

※ 

撮
影
会
は
午
後
１
時
か
ら

▼ 

場
所　
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
（
上
舞
木
字
板
子
内
）

▼ 

問　
上
舞
木
区
長　

内
藤　

☎
０
２
４-

９
４
４-

１
８
４
２

● 

入
国
警
備
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

入
国
警
備
官
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

受
験
資
格　

▽ 

警
備
官　

① 

平
成
24
年
４
月
１
日
時
点
で
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
お
よ
び
平
成

25
年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

② 

人
事
院
が
右
記
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

▽ 
警
備
官
（
社
会
人
）

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
（
右
記
①
に
規
定
す
る
期
間
を
経

　

過
し
た
方
お
よ
び
人
事
院
が
そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る
方
に
限
り
ま
す
。）

▼ 

受
験
申
込
受
付
期
間　

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間　
７
月
24
日（
火
）〜
８
月
２
日（
木
）

▽ 

郵
送
・
持
参
申
込
受
付
期
間　
７
月
30
日
（
月
）
〜
８
月
７
日
（
火
）

▼ 

第
１
次
試
験　
　
　

９
月
30
日
（
日
）

▼ 

第
１
次
合
格
発
表　
10
月
17
日
（
水
）

▼ 

第
２
次
試
験　
　
　

10
月
30
日
（
火
）
〜
11
月
１
日
（
木
）

▼ 

最
終
合
格
発
表　
　
11
月
27
日
（
火
）

※ 

詳
細
な
内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課　

人
事
担
当  

吉
岡
・
水
島
・
西
牧

　
　
　

 

☎
０
２
２-

２
５
６-

６
０
７
６

〈
わ
ら
ぞ
う
り
作
り
講
座
参

加
者
募
集
〉

　

資
料
館
友
の
会
の
わ
ら
ぞ
う
り

を
つ
く
る
会
で
は
、
今
年
度
も
わ

ら
ぞ
う
り
作
り
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

講
座
は
月
に
１
回
の
開
催
で
、

３
回
の
参
加
で
１
足
を
仕
上
げ
る

よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
資
料
館
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

初
回
開
催
日
時　

　

７
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
12
時

議会６月定例会が開催されます

　６月議会の一般質問は、７日（木）・８日（金）の
午後６時を予定しています。６月の一般質問は、皆
さんが傍聴しやすいよう、夜間に開催しています。
ぜひ、傍聴にお越しください。お待ちしています。
※ 詳しい日程などは、開会日前日に新聞折込みでお
　知らせします。

開会時期（予定） ６月 7 日（木）～ 13 日（水）

〜 一般質問を傍聴してみませんか 〜

問い合わせ先　議会事務局　☎ 62-8124

※ 

８
月
・
９
月
は
第
一
金
曜
日
に

行
う
予
定
で
す
。

▼ 

受
講
料　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
わ
ら
代
な
ど
）

▼ 

持
参
す
る
も
の　

　

布
な
ど
を
切
っ
て
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
申
込
み
の
際
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

定
員　
５
〜
６
名
程
度

※ 

定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切
と

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 
申
込
期
限 

６
月
20
日
（
水
）

▼ 
申
込
・
問 

歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
62-

５
２
６
３

一般質問が行われる議場
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 　　町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

〜
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

平
成
24
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
７
月
10
日

（
火
）で
す
。
期
限
ま
で
に
、最
寄
り
の
銀
行
、郵
便
局
、労
働
基
準
監
督
署
、

福
島
労
働
局
で
、
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町
、
広
野
町
、
楢
葉
町
、
富
岡

● 

三
春
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

　

三
春
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昨
年
の
４
月
に
創
設
さ
れ
、
現
在
は
、

小
・
中
学
生
12
名
で
週
３
日
、
貝
山
の
運
動
公
園
談
話
室
、
御
木
沢
小
学

校
体
育
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
一
度
、
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
29
日
に
本
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
空
手
協
会
福
島
県
本
部
主
催

の
第
43
回
福
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
主
催
で
行
わ
れ
る
第
55

回
内
閣
総
理
大
臣
杯
全
国
大
会
（
東
京
都
で
開
催
）、
第
55
回
文
部
科
学

大
臣
杯
小
中
学
生
全
国
大
会
（
長
野
県
で
開
催
）
の
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、

田
村
支
部
か
ら
三
春
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
８
名
が
参
加
し
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
次
の
通
り
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

◎ 

小
学
４
年
生
男
子

　

 

組
手
の
部 

第
３
位　

橋
本
空
黛
（
三
春
小
）

◎ 

中
学
２
年
生
男
子

　

 

組
手
の
部 

第
３
位　

根
本
凌
真
（
三
春
中
）

◎ 

中
学
２
年
生
女
子

　

 

組
手
の
部 

第
２
位　

橋
本
羽
音
（
三
春
中
）

　
 

形
の
部　

 

第
３
位　

橋
本
羽
音
（
三
春
中
）

◎ 
中
学
３
年
生
女
子

　

 
組
手
の
部 

第
２
位　

齊
藤
玲
仁
（
三
春
中
）

　

 
形
の
部　

 

第
３
位　

齊
藤
玲
仁
（
三
春
中
）

　

な
お
、
齊
藤
玲
仁
選
手
と
橋
本
羽
音
選
手
は
、
７
月
に
行
わ
れ
る
文
部

科
学
大
臣
杯
小
中
学
生
全
国
大
会
の
組
み
手
の
部
、
形
の
部
と
も
に
参
加

資
格
を
得
ま
し
た
。

▼ 

申
込
・
問　
菊
池
貞
一
☎
０
９
０-

３
１
２
７-

５
４
８
３

大会に参加した選手の皆さん

広　
告　
欄

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
（
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

家
賃
は
、
三
春
町
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
管
理
条
例
に
よ
る
家
賃
月

額
に
な
り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃

の
３
か
月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別

に
、
駐
車
場
使
用
料
、
共
益
費
、

組
費
な
ど
の
負
担
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

単
身
者
で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
次
の
基
準
内

で
あ
る
こ
と
。

◦
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
（
た

　

だ
し
、
若
年
の
単
身
者
の
方
で

　

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

　

に
つ
い
て
は
12
万
３
千
円
）
以

　

上
、
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間　
６
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　

   

〜
６
月
７
日
（
木
）

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

先
着
順
に
申
込
受
付
お
よ
び
入

居
資
格
を
審
査
し
、
募
集
戸
数
に

達
し
た
時
点
で
申
込
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　

　

平
成
24
年
７
月

▼ 

募
集
す
る
団
地かいやま団地

（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年

大字貝山字馬場33番地

所在地

家賃：41,000円

２DK
３戸

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

２階×２戸
１階×１戸

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

▼ 

問　

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　

 　

   

☎
62-

２
１
１
３

＜特定公共賃貸住宅＞（単身用）
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 　　● 

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

深
刻
な
不
況
に
加
え
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
離

職
し
、
就
職
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
求
職
者
の
就
職
を
応
援
す
る
た

め
に
、
福
島
県
が
設
置
し
た
無
料
の
就
労
支
援
施
設
で
す
。

　

専
任
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
就
職
活
動
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

 

月
曜
日
〜
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

※ 

祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

▼ 

場
所　
〒
９
６
３-

８
０
０
２

　
　
　
　

  

郡
山
市
駅
前
１
丁
目
14
番
21
号　

郡
山
花
椿
ビ
ル
８
階

▼ 

申
込
・
問　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
・
郡
山
窓
口

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村
の
地
域

の
事
業
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
労
働
保
険
料
の
申

告
・
納
付
期
限
が
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
労
働
局
総
務
部 

労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
７

● 

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
２
０
１
２
の
開
催

　（
第
10
回
全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
）

　

会
津
大
学
を
本
選
会
場
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 
競
技
部
門

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門
／ 

モ
バ
イ
ル
部
門 

課
題
「
ス
ポ
ー
ツ
」
／
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
部
門 

テ
ー
マ
「
ス
ポ
ー
ツ
」
／
い
ち
ま
い
の
絵
Ｃ

Ｇ
部
門 

テ
ー
マ
「
ス
ポ
ー
ツ
」

▼ 

本
選
期
日
／
会
場　
11
月
10
日
（
土
）
〜
11
日
（
日
）
／
会
津
大
学

▼ 

参
加
申
込
期
限

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門 
７
月
31
日
（
火
）
／
モ
バ
イ
ル
部
門
７
月
19

日
（
木
）
／
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
部
門 

９
月
６
日
（
木
）
／
い
ち
ま

い
の
絵
Ｃ
Ｇ
部
門
９
月
６
日
（
木
）

▼ 

競
技
概
要
な
ど

　

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
競
技
要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.u-aizu.ac.jp/pc-concours

▼ 

問　
パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
実
行
委
員
会
事
務
局 
☎
０
２
４
２-

37-

２
５
３
２

広報紙に写真を掲載してみませんか

◆ 申込・問　総務課 企画情報グループ ☎ 62-8125

　私たちの生活のなかでガソリンなどの燃料や、塗料な
どの危険物は幅広く利用されています。
　しかし、低い温度でも着火しやすく、ひとたび取扱い
を誤ると生命や財産を一瞬で奪ってしまう恐れがありま
す。
　ガソリン・灯油・軽油などは、目に見えない可燃性蒸
気が発生しますので、周囲での火気の使用は絶対にやめ
ましょう。
　また、家庭内には危険物を含むいろいろな製品があり
ますので、取扱説明書や注意書きをよく読み、正しく安
全に使用しましょう。

● 危険物安全週間　６月３日〜６月９日
● 平成 24 年度危険物安全週間推進標語
　　｢ 危険物 めざせ完封 ゼロ災害 ｣

危険物からの
　　　　事故防止

◆ 問い合わせ先　田村消防署 三春分署 ☎ 62-4049

栁沼 知
し い

郁ちゃん（１歳 2 か月）
「お姉ちゃんとおえかきするのが大好きです！」

広　
告　
欄
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平
成

2
4
年

6
月
１
日
発
行

毎
月
１
日
１
回
発
行

編
集
発
行
／
三
春
町
役
場
総
務
課
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
4
7
-6

2
-2

1
1
1
（
代
）


0
2
4
7
-6

1
-1

1
1
0

〒
9
6
3
-7

7
9
6
　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町
１
-
２

e
ー

m
ail:m

iharum
g@

tow
n.m

iharu.fukushim
a.jp

広
報

み
は

る
2012.6
№

991

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい

ます。

今月のバス運休日：3・10・17・24 日

マーク 休 は、町営バス「さくら号」の運休日です。

休

休

30

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

10

8

14

9

17

15

21

16

24

22 23

1 2

7

28

町営バス運休カレンダー（6月）

日 月 火 水 木 金 土

29

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎	それはダメ　しっかり言える　強い意志（桑原渉・三春中学校2年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 18 ページに掲載しています。6 月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

※平成23年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】6月 12日（火）午前９時30分〜 12時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】6 月 1 日（金）午前 10 時〜午後 3 時	
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】6月 5・12・19・26日（火）
　午前９時〜 12時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】6月 7日（木）
　午後１時〜３時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎62-3166

●●●今月の相談●●●

受診の際には、健康保険証を忘れずにご持参ください。

福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp
田村医師会　　http://www.tma.or.jp/

6月3日

10日
17日

24日
7月1日

春山医院
町立三春病院
さとう耳鼻咽喉科クリニック
島貫整形外科
町立三春病院
青山医院
せんざき医院
町立三春病院

三春町
三春町
船引町
小野町
三春町
常葉町
三春町
三春町

☎62-3239
☎62-3131
☎81-1333
☎72-2722
☎62-3131
☎77-2015
☎61-2777
☎62-3131

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

田村市

田村市

人口17,733 人（-23）う
ち男性8,597 人（-13）・女性 9,136 人（-10）／世帯数 5,481世

帯（-12）人口・世帯数

7月 2日（月）　町県民税	第 1期　納  期  限

※	平成 22年 10月 1日国勢調査の人口基準・平成24年 5月１日現在（前月比）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

ミニシアター（10時～・中央児童館）
ボランティア活動（13時30分～・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

金星の日面通過観望会（7時～13時40分・自然観察ステーション）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）
ポリオ予防接種（9時～10時受付・町立三春病院）

父の日プレゼント製作（～8日　放課後・中央児童館）

三春町議会6月定例会（～13日予定・三春町役場）

三春町議会6月定例会一般質問（～8日予定・三春町役場）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）
カブトムシの幼虫採集（10時～12時・自然観察ステーション）
第15回さくら湖マラソン大会（7時30分～8時45分受付・中郷学校）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）
総合集団健診／込木・芹ケ沢・貝山（7時30分～9時受付・保健センター）

総合集団健診／元町・栄町・平沢１区（7時30分～9時受付・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）
総合集団健診／平沢2区・御祭・七草木（7時30分～9時受付・御木沢地区公民館）

消費者無料相談（10時～15時・保健センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

家庭教育講座（14時～15時30分・三春交流館）

14（木）

15（金）

16（土）

17（日）
18（月）
19（火）

20（水）
21（木）

　
22（金）
23（土）

25（月）
26（火）
27（水）
28（木）

29（金）

総合集団健診／過足・春沢・蛇石・滝・柴原・狐田・樋渡・根本（7時30分～9時受付・中郷地区交流館）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

総合集団健診／下舞木１区・２区（7時30分～9時受付・岩江センター）
保健センター開放日(9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

JAXAつくば宇宙センター見学（7時～18時・つくば市）

おりがみクラブ（9時30分～・中央児童館）
星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

総合集団健診／山田・上舞木（7時30分～9時受付・岩江センター）

総合集団健診／下舞木３区・４区（7時30分～9時受付・岩江センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3～4か月児健診（13時集合・保健センター）
乳幼児健診・3歳児健診（13時～13時30分受付・保健センター）

乳幼児健診・1歳6か月児健診（9時集合・町立三春病院）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

理科クラブ（9時～・中央児童館）
育児用品リサイクル（10時～12時・駅前健康サロン）

わらび座ミュージカル「おもひでぽろぽろ」（18時〜・三春交流館）

遊びの広場（10時～11時30分・子育て支援センター）
心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

子宮頸がん・骨粗しょう症集団検診（9時～9時30分受付・岩江センター）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

保健センター開放日／子育てサロン（10時～11時）／食改さんのおやつやさん（11時～）

1（金）
2（土）

5（火）
6（水）

7（木）

8（金）

　
9（土）

10（日）

11（月）
12（火）

13（水）


